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第一章








　ああ、まただ。

　目覚めて一番に思うことはいつも決まっている。

　今日が何の日で、いつなのかという疑問。

　そしてその答えはすぐに返ってくる。

「おはようございます、ルシア王女様。十八歳のお誕生日おめでとうございます。とても素晴らしい朝ですよ」

　そう、私付きのメイドのアンによって、カーテンを開けられて眩しい朝の日差しを浴びながら自覚するのだ。

　今日が私の十八歳の誕生日であることを。

「……おはよう、アン。今日もいい天気ね」

「ええ、さあ起きてください。パーティーの準備を致しませんと」

「今日が朝から大忙しなのはもうわかってるわ」

　嫌というほどにね。

　小さく吐いた溜め息をアンは聞き取れなかったのだろう。渋々起き上がった私に温めた濡れタオルを渡すと、すぐに起き抜けの乱れたシーツを整える。

　テキパキと動く彼女の働きぶりは見慣れたものだ。何せ、ありえないことに私は『今日』を繰り返しているのだから。

　私、ルシア・ヘルハートンは昨日までは確かに二十歳だったはずだ。

　それが気付くと十八歳の誕生日に戻っている現象をもう四度も繰り返している。

　今度は深々と吐いた溜め息に、アンが心配そうな眼差しを向けた。

「王女様？　お加減でもよろしくありませんか？」

「いいえ、大丈夫よ。続けてちょうだい」

「かしこまりました」

　深く頭を下げたアンの赤茶色の編み込みが重力に揺れる。すぐに顔を上げて彼女が手を叩くと、数名のメイドたちが早速準備に取り掛かり始めた。

　私が主役のパーティーの朝はそれはもう大忙しだ。

　メイドたちの手で丁寧にマッサージを受ける朝の入浴から始まり、姿見の前でドレスを着て化粧や髪を整えてもらう。

　私はただ椅子に座っているだけで、目を開けるとそこには綺麗なお姫様がいるのだ。

　絹のような長く波打つ金髪にはシルバーの小さな花飾りが散りばめられ、ドレスは私の瞳の色に合わせた美しい翡翠色だ。

　透き通るような白い肌、ナイフやフォークより重いものなど持てないような華奢な体。

　十八歳の私はこれから歩む人生など知らずに若々しく鏡の中から私を見つめている。

　その中身は何年も歳を重ねていようと、見た目だけは華々しい姿なのだから誰が私の話など信じるだろうか。

　現に一度目に巻き戻った時は誰も信じてくれなかったことを思い出して気が滅入る。

　アンは私の様子がおかしいことに気付いているのだろう。手入れが終わり、他のメイドたちを下がらせると、髪やドレスの最終確認をしながら不安そうな声を出した。

「王女様、やはりどこか気分でも優れないのでは……？」

「……そうね、できればパーティーなんて行きたくないの。今日はずっと部屋に篭っていたい気分なの」

「王女様、それは……」

「ええ、できないわよね。だって今日は、とってもおめでたい日だもの。私にとっても、……お父様にとっても」

　初めて迎えた十八歳の誕生日。鏡の中の純真無垢なお姫様はまだ何も知らなかった。

　今日のパーティーで何が起きるのかも知らず、ただ純粋に成人を迎えたことを喜んでいた。

　そしてその数年後、一度目の巻き戻りを経験し、誰に言っても信じてもらえずに二度目、三度目と巻き戻って、四度目の今日。

　流石に何度も同じ日に戻るとなると、十八歳の誕生日パーティーが私の人生のターニングポイントだと認識するのは十分だ。

　この日のことは嫌でも脳裏に刻み込まれている。何が起きて、誰と会うかも、鮮明に。

　それでも、何が正解で何が間違っていたのかなんてわからないまま、不安な気持ちで四度目のパーティーに挑むのかと思うと頭が痛くなる。

　自然と下向きになる顔を上げて、心配そうに私の様子を窺うアンに微笑んでみせた。

「大丈夫よ、アン。パーティーにはちゃんと出席するわ。でもどうしても具合が優れないから、こっそりと人を呼んでほしいの」

「わかりました。医者ですか？　それとも薬師を？」

「いいえ、どちらでもないわ」

　これはもう呪いだ。こんなことになったきっかけなんて何もわからない。

　だからこそ、不可思議な現象には不可思議な専門家に頼ることにした。

「魔術師を連れてきてちょうだい。それも、一番口が堅そうな人を」

　そう言えば、アンは戸惑いながらも頷いてくれる。

　どうか十八歳の自分を見るのはこれで最後であればいい。

　鏡の中の自分はとても若々しいのに、その心は疲れ切っていた。
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　アンが一人の魔術師を連れてきたのは思いのほかすぐのことだった。

　おずおずといった様子でアンに続いて部屋に入ってきた青年と目が合う。

　途端にパッと目をそらされたかと思えば、その顔色は青くなったり赤くなったりと忙しい。

　癖のある灰色の髪はあちこちに跳ねるのをなんとか抑えているようで、キョロキョロと落ち着かない瞳はまるで夕陽のような不思議な色合いだ。

　年齢は王宮に務める魔術師にしては年若く、私より五歳ほど年上の二十三歳。

　昔からの顔馴染みとはいえ、大人になった彼とこうして対面するのはいつぶりだろうか。

　相変わらず生真面目で神経質そうな見た目は変わらないな、と緩みかけた口元を抑える。

　確かに彼なら口は堅そうだ。功績のある優秀な王宮魔術師たちを差し置いて彼が選ばれたことに少し驚いたものの、アンの人選と慧眼は信用している。

　彼女に渡す褒美を考えながら下がるよう声をかけると、部屋に若い男女を二人きりで残すことに気が引けたのか、アンは連れてきた魔術師をじろりと一瞥して部屋から立ち去った。

　ますます萎縮してすらりとした体を小さくする青年にくすりと笑って、ひとまず近くに呼び寄せることにした。

「フィン、そんなに遠いと話もできないわ。こちらに来てちょうだい」

「は、はいっ……！」

　びくりと肩を揺らしながらも、彼はすぐさま長い脚で距離を詰める。

　まるで飼い主に呼ばれた犬のように見えたのも一瞬で、手の届かない場所に膝をついて頭を下げる彼は騎士ではなく魔術師だ。

　フィン・イティア。彼がまだ見習いとして雑用ばかりしていたのは十年前の話だったか。

　あの頃は着ることも許されなかった黒のローブが、今は膝をついていることで床に擦れて汚れている。

　それがなんとなく嫌で、すぐに立ち上がる許可を出した。

「呼んでしまったのは私だけれど、仕事は大丈夫かしら」

「問題ありません。俺はその……不出来な魔術師でして、任されている仕事も特にございませんので」

「それにしては、……」

「……？　王女殿下？」

　言いかけて止めた私を見て、フィンがどうかしたのかと目を瞬かせる。

　それにしては、いつも忙しそうにしているじゃない。

　口から溢れそうになった不満じみた言葉を呑み込んだのは、まるで私が彼を常に見ていたと言っているようなものだからだ。

　彼からの戸惑う視線に気付かないふりをして、さっさと本題に入ることにした。

「フィン・イティア。あなたは今ここで私に忠誠を誓えるかしら？」

　彼の性格はわかっている。

　お人好しで、責任感が強くて、困っている人は放っておけない優しい青年。

　魔術師は魔力だけでなくプライドが高い連中ばかりで、特に高給取りの王宮魔術師なんてその筆頭だ。

　そんな中でも雑用や功績にもならない仕事を引き受けるフィンを、私は八歳の頃から眺めていた。

　勝手に幼馴染として見ていた私を彼は知らないだろう。知ればきっと恐れ多いと顔を真っ青にして否定するはずだ。

　それすら私との間に距離を置くような態度に思えて、ますます手が届かない存在だと思い知る。

　それをどれほど不服に思っていたか、彼は知りもしないだろう。

　王女と魔術師見習い。同じ王宮という敷地で暮らしながらも、そこにはあまりにも深すぎる溝ができていた。

「はい、誓えます」

「……え？」

　小心者で、臆病な彼が何を条件に出されるかもわからないのに受け入れるわけがない。

　どう攻め落とそうかと考えている私をよそに、フィンは考える素振りも見せずにこくりと頷いた。

　その表情は至って真面目だ。

「あなた……私に何をさせられるかもわからないのに、随分と簡単に受け入れるのね」

「王女殿下の命令とあらば、この身を尽くして全うする所存です」

「そ、そう……」

　剣であり盾でもある忠実な騎士ならその言葉もわかる。

　けれどフィンは魔術師だ。後方支援が基本で、主のために命を賭ける必要性などほとんどない。

　今だって、ただ私に降り掛かった呪いを解くための手助けをしてもらいたくて呼んだだけなのに、あまりにも従順な返答に面食らう。

　口は堅く、私の命令には絶対服従。協力者としてこれ以上の存在はない。

「フィン、フィン・イティア」

　他人の距離を越えて顔を寄せれば、動揺して後退りかけたフィンの頬を両手で掴む。

　よく見れば彼の目にはくまがあるし、その表情にもどこか疲れが浮かんでいる。

　髪質も肌艶も悪く、手や唇も荒れて血が滲んでいた。

　可哀想に、と思いながらも、それよりも自分のことを優先する私をいくら恨んでくれても構わない。

　それほどまでに、もう私も疲れてしまった。

　時間が巻き戻ることに、解決の兆しがわからないことに、辿り着けない未来を羨望することに、疲れてしまっていた。

「どうか、私を救って」

　囁くように呟いた声はあまりにも小さく、彼に聞き取れたかどうかも判断できない。

　それでも目を見開いた彼の瞳が綺麗だと感じたのだから、私の心はまだ生きているのだろう。

　私の幼馴染。ルシア様、とあどけない笑顔で私を可愛がってくれた小さな魔術師は、大きくなっても私を救ってくれるだろうか。

　彼の立場も、彼の未来も今は考えられない。

　ただ、もう二度と無意味な人生を繰り返すことがないように、『今日』に戻ってくることがないように、この時の私は藁にも縋る気持ちだった。
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　パーティーの時間は刻一刻と迫っている。

　私が経験した全てを説明するのは骨が折れるが、嘘でも冗談でもなく本気だと理解してもらうにはこれが一番手っ取り早い。

　早口になりながらも三度の人生を歩んだこと、そしてまた四度目としてここにいることをフィンに伝える。

　彼は眉を寄せ、時折深く考え込むように俯きながらも真剣に私の話を聞いてくれていた。

「巻き戻る直前の行動に一貫性はなく、過ごした年月も異なる、と……」

「ええ。それなのに寝て起きたら『今日』になってるの。もううんざりよ」

　暗殺でもされて死に戻った方がまだわかりやすい。

　その線を疑わないのは、三度歩んだ人生のどれもが安泰で、平穏で、取り留めもなく退屈な人生だったからだ。

　一度目の人生は隣国の王子の妃に娶られ、二度目の人生は戦果を挙げた騎士団長の褒賞として与えられ、三度目の人生は有益な魔術を生み出した天才魔術師を国に縛るために嫁ぐことになった。

　リピルト国の王女として、私はそのどれもを受け入れるしかなかった。

　政略結婚として、紙面上の夫婦として、そこに愛がなくとも彼らは私を慈しんでくれた。敬ってくれていた。

　だから私もできる限り彼らに尽くそうとしたのに、これだ。

　しかも三度目なんてたったの二年しか過ごせていない。これではなんの因果があるのかわかるはずもない。

「違う人生を歩んでもダメ、立場や相手を変えてもダメなんだもの。呪われているとしか思えないわ」

「呪いに心当たりは？」

「私を十八歳にしたい呪術師に心当たりなんてないわね」

　いたらよっぽどの偏愛思考の持ち主だろう。

　フィンも複雑そうに顔をしかめて考え込んでいる。その姿に思わず本音が溢れてしまった。

「私の話、信じてくれるの？」

「もちろんです。……冗談でしたか？」

「いいえ、本当よ」

「お辛い思いをされましたね、王女殿下」

　労るような声音に、気遣うような眼差しに、じわりと疲れた心が癒やされる。

　ありえないと、長く鮮明な夢を見たんだと何度も自分のことを疑った。

　誰にも相談できなくて、それでも必死で解決の糸口を探して疑心暗鬼になっていた。

　何百冊本を読んでもわからなかった。高いお金で似たような事例の調査を依頼しても成果はなかった。

　私がおかしいのだと自分でも思えるのに、フィンは真っ直ぐに私を見て労った。

　その素直さに、純真さに、ぽろりと涙が溢れたことに気付けないまま、目を見張る彼の綺麗な夕日色の瞳を見ていた。

「失礼致します。王女様、そろそろ広間に向かいません、と……」

　ガチャリと扉を開いて現れたアンが泣いている私を見て固まる。あ、さすがにこれはまずい。

　ツカツカと近付いてくるアンからフィンを守るように背に庇ったものの、横目に見えたフィンは血の気が引いたように顔面蒼白だった。

「アン、違うの、これはね」

「すぐにメイクの手直しを致します。殿方は退室していただいても？」

「は、はいっ！」

　脱兎の如く扉へと逃げ出したフィンに思わず吹き出したのは、さっきまでの態度と大違いだったからだ。

　忠誠を誓っておいて、アンの睨みにはタジタジだなんて、頼りになるんだかならないんだかわからない。

　妙にツボに入って笑っていれば、フィンが急に立ち止まって振り返る。その顔には見覚えがあった。

「お誕生日おめでとうございます、ルシア王女殿下。願わくば、今日があなたにとって素晴らしい日になりますように」

「ええ……ありがとう、フィン」

　そういえば、十年前から彼はいつも私の誕生日を祝ってくれていた。

　今日も、そして、三度の人生でもパーティーに行くまでの間に必ず現れ、時間を取ることもなくそう言うだけで満足そうにしていた。

　フィンはいつでも嬉しそうに、まるで心から祝福するように私に微笑んでくれていたことを思い出す。

　それが忠義でも、献身でも良かった。どちらにせよ私にとっては嬉しい感情で、隠すべき思慕の気持ちだ。

　まだ幼い私が初めて彼に出会った時から育ち続けてきた淡い感情。

　彼を愛しく想う気持ちは王女である限り秘め続けるものだろうと、ずっと我慢して生きてきた。

　だからこそ三度の人生で国王に言われるがままに他の男性のもとへと嫁いだのだ。

　好きでもない、なんの感情もない政略結婚。それがこのパーティーで行われる真の目的であり、私の人生の岐路となる。

「アン、メイクは直さなくていいわ」

「しかし……目元が赤くなっております」

「その方が都合がいいの」

　フィンが部屋を出て、心配そうなアンだけが側に残る。

　リピルト国の王女の記念すべき十八歳の誕生日。

　盛大なパーティーの裏で、国王は愛しい一人娘を誰に嫁がせるか厳しく品定めをする。

　容姿、性格、功績、戦果や成果。私が苦労しないよう、中でも優秀な者を選別するということはもうわかっている。

　大事にしてくれるのなら隣国の王子にも捧げるほどだ。

　そこに私の意思がなかろうと、お父様はそれが私にとって一番だと思い込んでいる。

　年齢が何十歳も離れた老人や、愛人が何人もいる権力者に嫁がせないだけまだマシだろう。

　しかし、四度目の私は素直に従うつもりはない。何度も国王の指示に従い続けてこのざまなのだ。いい加減、反抗期を迎えても許されるはずだ。

　私はもう、我慢するのは終わりにする。

「アン、国王陛下に謁見要請を。大事なお話があるとお伝えして」

　王女として、娘として、私は両親に従順であり続けた。

　それが全てを与えられた王族に相応しい行為なのだと信じて、自分にできることをしてきたつもりだ。

　毎日勉強ばかりでも耐えてきた。厳しい礼儀作法の練習や社交界での交流、剣技や乗馬を習ったこともある。

　甘やかされた記憶はないが、大事に育ててもらったことは確かだ。

　そのおかげで国王の命令だとしても優秀な人のもとに嫁ぎ、一生働かずに暮らすことができる。

　けれど、果たしてそれが私にとっての幸せだっただろうか。

　社交界では上っ面の関係ばかりで、心から信じ合える友達なんていない。

　どこに嫁いでも扱いが難しい腫れ物のような対応で、何もしなくていいと部屋で高級なお茶を飲んでいるだけだった。

　政略結婚なのだから仕方ないと、丁寧に接してもらえるだけありがたいと、すでに三度も無理やり自分を納得させてきた自分を褒めてやりたい。

　今の私にはもうできそうにない忠誠心だ。

　これまでの繰り返される人生で性格が変わり、趣味や嗜好だけでなく他者への認識も大きく変わってしまった私は、果たして『私』と言えるだろうか。

　その中で変わらず、むしろ育ち続けているフィンへの恋慕を胸に、国王からの招集を待った。




「ルシア、私に話があるそうだな。こんな時間になってしまったが、話してみなさい」

　結局、忙しいからと私の謁見は後回しにされて、国王に会えたのはパーティーへの入場間際だ。

　母である王妃は次期後継者の弟と共に、国王のお父様が私のエスコートをする予定になっている。

　こんな時間まで待たされたのも私の旦那候補の選別会のせいだと思うと複雑だ。

　その間にアンにしっかりメイクも直されてしまっていた。ドレスも可愛さや流行を選んでいたのは一度目の私だけで、今では十八歳が着るには落ち着いたデザインのものだ。

　そんな娘の変化は特に気にならないのだろう。彼の目に映っているのは従順で可愛いだけの王女の姿だ。

「お父様、私の結婚の話を耳にしたのですが、いささか早計だと思いませんか？」

「ふむ……そうか？　結婚は早ければ早い方がいいと思わんか」

　目尻のシワを深め、豊かな髭を撫でる国王は王妃に比べて老けて見える。

　だからこそ生きているうちに私の晴れ姿を見ておきたいのだろう。

　これまでの人生で国王が長生きすることは知っているので、私としては余計なお世話だとしか言いようがない。

「私はそうは思いません。それに……私には、お父様に言っておかなければならないことがあります」

「なんだ、言ってみなさい」

　こうして自分の境遇を国王に相談するのは初めてじゃない。

　三度目の人生で天才魔術師に嫁ぐことが決まったのも、呪いについて必死に調べていたのがきっかけとなった。

　二度目の人生でもそうだ。誰かに狙われているのではないかと、怖くなって泣きついたのが強さを誇る王国騎士に嫁ぐ後押しとなった。

　よって、ここで私が口にするべきなのは、呪いについてではない。

　もっと大胆で、全てをひっくり返すような出来事がなければ、私はまた国王の言いなりとして生きるだけだ。

　もう二度と、決して、同じ轍を踏むつもりはない。

　覚悟を決めて開いた口は、案外流暢にありえない嘘をついていた。

「私のお腹に……赤ちゃんがいるかもしれません」

「……な、なな、な……っ」

　慈しむようにわざとそっと腹を撫でれば国王の眼差しが驚愕に染まる。

　もちろん中に入っているのは軽めの朝食だけなのだが、それを彼が知る由もない。

　ちょうどその時、王族の入場のための垂れ幕が上がる。

　側で話を聞いていた王妃と弟も、ぎょっとした顔でこちらを見ていた。

「なんだとぉーっっ!?」

　会場中に響き渡る国王の声に、私は満足げに微笑んだのだった。







第三章








　次の日。謹慎という名の軟禁を命じられた私は過ごし慣れた自分の部屋でのびのびと過ごしている。

　四度も人生を繰り返しているおかげで趣味や嗜好が変わり、いくつか可愛らしい調度品をシックなデザインのものに変えたので居心地はとてもいい。

　謹慎扱いでも私がこの部屋から出なければいいだけだ。手足となる家臣がいる立場に感謝しつつ、山のように取り寄せてもらった蔵書を窓際の椅子に座って読み耽る。

　今この部屋を出入りできるのはアンに管理されたメイドたちだけで、扉の外には見張りの女騎士が数名控えている。

　国王が体調を崩したままパーティーはつつがなく終わり、私の相手がわかるまで結婚の話も進められなくなったわけだ。

　そしてこの状況はフィンに忠誠を誓ってもらったことでますます都合がいい。

　この世界では魔術師からの忠誠は魂の結びつきを意味する。主である私が呼べば、魂を縛られたフィンは半強制的に魔術陣を通して現れる仕組みだ。

　二人きりになるにはあまりにも都合がいい展開だった。

　フィンがとても気まずそうにしていること以外は。

「ああ、妊娠？　もちろん嘘よ、ウソ」

「どうしてそのようなことを……」

「だってこうでもしないと勝手に婚約者を決められていたんだもの。時間稼ぎにはちょうどいいわ」

「……婚約者？」

　ますます表情を暗くしたフィンはことさら幸が薄そうな見目をしている。

　巻き込んでしまって申し訳ない気持ちもあるが、私に忠誠を誓ったからには最後まで付き合ってもらわなければ。

　一蓮托生、運命共同体というものだ。

「まあ、次の月経が来るまでの時間稼ぎでしかないわ。その間に私の呪いについて調べてちょうだい」

「本当に……お相手はいらっしゃらないのですね？」

　疑うように確認するフィンの目は真剣だ。今はそうやって私のことを気にしてくれるだけでも嬉しい。

「弟を除いて若い男性と二人きりになったことすらないわ。フィンだけなんだから、アンが密告すれば牢屋行きね」

　その言葉にフィンの顔色が赤に青にと忙しなく変わっていく。

　パーティーが始まる前にフィンと二人きりになったことを知っているのはアンしかいない。

　彼女が上の者に報告すればフィンに必ず疑惑の目が向けられることだろう。

　そうしないのは、私がこれまでの私じゃないことに気付いているからだろうか。

　天真爛漫で、無垢で可憐な王女様はもういない。

　いるのは愛のない結婚を強いられ、二度も十八歳に巻き戻され、別の男性とまた愛のない結婚を繰り返した私だけ。

　王女としての責務を果たしただけなのに、まるで間違いを訂正されたような気持ちになる。

　だったらもう私がしたいようにするだけだと賭けに出た嘘だったが、まだ私のことを子供のように思っていた両親にとってはかなりの衝撃だったらしい。

　赤ちゃんだなんて、思えばこれまでの人生では愛のない政略結婚による白い結婚ばかりで一度も身籠ったことすらないのに、よくもまあそんな嘘を思いつけたものだ。

　もしかしたら自分でも気付いていなかっただけで、ずっと抱えていたコンプレックスだったのかもしれないなぁ。

　私は愛し愛される結婚をしたかったのだと、そう思わずにはいられなかった。

「ねぇフィン、事実にしたらもっと時間稼ぎができそうなのだけれど」

「お、お戯れは、やめてくださいっ……！」

　涙目になって震えるフィンは首まで真っ赤で、一体何を考えているのかと悪戯心が湧き上がる。

　年上で、背も高く体つきもそれなりにしっかりしているというのに、どうしてこうも可愛らしく思えてしまうのか。

　クスクスと笑う私に、フィンは気を持ち直すように深く息をついた。

「この部屋には防音魔術を施しました。誰かが扉を開けて入って来る前に、転移魔術でこの場から離れるようにしますのでご安心ください」

　簡単に彼は言っているが、魔術というのはそう単純なものではない。

　この世界における魔術は火を点ける、物を浮かせるなど、特定の法則に当てはめて展開することで扱える。

　知識と理解、構成力など、扱いは複雑で難解だ。

　だがどれも一過性のものであり、決まった術式を当てがうケースが多い。

　雑用として上級魔術師たちの使いっぱしりにされているわりに、フィンの能力は優秀だ。

　それがどうして評価されないのか、フィンはミスや失敗が多いからだと苦笑するが、私の前ではそういうこともない。

　もしフィンが高く評価されていて、国にとっても有益な魔術を発明していれば、三度目の人生で彼との婚姻を結べたかもしれないのに。

　そうすれば、もしかして二度と巻き戻ることはなかったのではないか、なんて。今更なことを考える。

「そうね、フィンにも仕事があるものね。ずっとここで過ごしてくれた方が私も助かるのだけれど、無理よね……」

「あ、いえ、その……仕事は、どうにかします。俺にとっては王女殿下の御身の方が大事です」

「なら誰か来たら姿を隠していればいいわ。妊娠している設定だもの、食事を増やしても問題ないでしょう」

「え、あの、それは、どういう……」

　察しがついているだろうに、わざと何を言われているのかわからないふりをするフィンはまだ自分がどれほど頼りにされているのか判断できないのだろう。

　羞恥心や遠慮なんて今は必要ない。

　逃げ腰になっているフィンの手を微笑みながら掬い取れば、びくりと大袈裟に肩を揺らすところがまた嗜虐心を煽った。

　きっと今の私はとてつもなくいい笑顔を浮かべていることだろう。

「フィン、あなたには私の呪いが解けるまで共に寝起きして、呪いの解明に専念してもらうわ」

「お、王女殿下、それはさすがに……っ！」

「できません、なんて言うつもりじゃないわよね？　だって私の身が何よりも大事なんだものね」

「……っ、……っっ！」

　あらまあ、困ってる困ってる。

　眉をギュッと寄せて、涙目で揺れる夕陽色の瞳はまるで太陽が沈みかけた空のようだ。

　綺麗な色合いをずっと眺めていたいが、息すら止まっていそうな彼の様子に自制が走る。

　こうしてフィンをからかっているうちは未来のことも考えずにいられるからと、少し調子に乗りすぎてしまった。

　すでに忠誠を誓っているので嫌われたとしても無理やり服従させることもできるが、そうしたくないのは優しいフィンに軽蔑されたくないからだ。

　だからどうか頷いてほしい。フィンの意思で、言葉で、私を選んでほしい。

　じっと待っていると、フィンの唇が躊躇いつつもそっと開く。

　低く落ち着いた声を少しだけ震わせながら、彼は私を見つめて深く頷いてみせた。

「わかり、ました。王女殿下」

「ありがとう、フィン。頼りにしているわ。それと、ルシアでいいわよ。昔はそう呼んでいたでしょう」

　ルシア様、ルシア様とまだ幼い見習い魔術師は呼んでいたのに、いつからか堅苦しく王女殿下と呼ぶようになったフィン。

　しばらく二人きりで過ごすことになるというのに、それでは気が休まらないと苦言を呈す。

　フィンはポカンとした顔で私を見つめていて、じわじわと赤くなっていく頬に目を瞬かせた。

「覚えて、おいででしたか……」

「隠れて兄妹ごっこもした仲なのに、気付けば他人行儀なんだもの。フィンの立場を考えて昔のようには話せなかっただけで、私はずっと寂しかったわ」

「っ……それは、申し訳ありませんでした……」

　パッと口元を片手で覆いながら目をそらすフィンはどことなく嬉しそうで、なんだか私まで気恥ずかしくなる。

　こうして話してばかりもいられない。ふぅ、と溢したため息は震えていなかっただろうか。

　今から自分がすることをどこか他人事のように客観的に捉える。そうでもしないと一向に覚悟が決まりそうにない。

　一息ついてするりとドレスの胸元の紐を解けば、フィンがギョッとした顔で目を剥いた。

「ル、ルシア様!?　一体何を……！」

「何って、服を脱いでいるのよ」

「お、お待ちください！　俺は男ですよ……!?」

　慌てて後ろを向くフィンに構わず服を脱いでいく。

　シュルシュルと衣擦れの音だけが聞こえるなか、フィンが大きく息を呑んだのがわかった。

「巻き戻るのが三度目にもなると、これが誰かの仕業でも、時限式のものでもないと判断できたわ。それで私は『呪い』について調べることにしたの」

　ぱさり、ドレスが床に落ちる。

「まさかそこから天才魔術師との婚姻が決まったのは不本意だったけれど、収穫もあったわ。彼は呪いについて研究してくれて、強い呪いは体に宿ることがわかったの」

　ありのままの姿になった自分の体を見下ろしても、メイドたちの手で毎日丁寧に整えられた白い肌にはシミ一つ見つからない。

　呪いを可視化できるのは魔術師だけだ。

　そのためには隅々まで私の体を見てもらう必要があった。

「フィン、私を見なさい。私の体に呪いがあるか、ちゃんと確かめて」

　背を向けたままのフィンは震えるほど強く拳を握り締めている。

　無理を強いているのはわかっている。

　けれど、三度目の人生で呪いが体に宿るとわかった時、私は天才魔術師の夫に体を見せることを躊躇った。

　素肌を晒したのは、ありのままの姿を見せるのは、巻き戻った人生も合わせて今が初めてなのだと、フィンは知らないだろう。

　他人に簡単に体を見せてしまえる女になったのだと思われても仕方がない。

　じっと待っているうちにどんどん体は冷えていく。

　くしゅっ、と小さくクシャミをした私に、ハッとした様子で彼が慌てて振り返った。

「っ、先に……部屋を、暖めますからっ、これを着ていてください……！」

　彼の視界に私の白い肌が飛び込んだのは一瞬で、手早く彼が纏っていた黒いローブに覆い隠される。

　隙間から見えたのは彼が魔術を使うところで、熱と風の魔術陣が浮かんだかと思うと組み合わさって温風の魔術が出来上がる。

　むしろ今のフィンには暑すぎるんじゃないかと思うほど部屋全体が温まり出して、私から目をそらす彼はまだ私がローブから顔を出したことにも気づいていない。

　ローブで包み込むために近づいた彼はすぐ側に、手が届く位置にいる。

　真っ赤な顔をしたフィンの横を向いた首筋に汗が流れているのが見えて、思わず手を伸ばしてそっと拭い取った。

　距離が、近い。

「ルシア、様」

　十年前のフィンはまだ小さく、大して身長も変わらなかった。

　なのに今は手を伸ばさないと顔も触れられない。

　彼が屈まないと唇すら届かないのだと、薄く開いた彼の唇をぼんやり眺めながらそう思った。

「……失礼します」

　覚悟でも決めたのか、眉を寄せ、歯を食いしばるような表情でフィンは私の体を見下ろす。

　壊れ物でも扱うようにそっとローブを捲られて、時に触れては手足を曲げ伸ばしする。

　なんだかまるで査定される美術品にでもなったようだ。

　手、指、足、項や背中、お腹と、ローブを調整しながら必要最低限に部位が見えるようにして私の体を確かめていくフィンの優しさがくすぐったくもあり、もどかしくもある。

　だから、大事な部分を残して手を止めた彼に、思わずどうするのかと見上げてしまった。

「ルシア様……今からでも遅くはありません、別の……女性の魔術師をお呼びしてもいいのですよ」

　残る場所は、胸と、足の付け根。異性に見られるのは抵抗がある部位だ。

　真剣に、欲などひた隠しにして私の体を検めていたフィンの瞳に熱が籠もる。

　ここからは無欲ではいられないと訴えている。

　私はとっくにフィンにしか見られたくないというのに、ご丁寧に逃げ場を用意する彼があまりにも健気で愛しい。

「他の誰かじゃない。フィンだからこそ、お願いしているのよ」

　だからこそ、自ら纏っているローブを取り払う。

　ハッと目を見張ったフィンの瞳が熱を灯して揺れる。

　白く円やかな乳房に、子をなす神聖な場所に、柔らかな曲線を描く双丘に、熱いほどの視線が注がれているのを感じた。

「どうかしら」

「ぁ……とても、お綺麗です……」

「呪いはどこにもない？」

「っは、し、しばしお待ちを……っ！」

　食い入るような視線に、熱を帯びた頬に、震える指先に、気付かないふりをしているのは彼の誠意が伝わるからだ。

　必死に欲を抑えながらも、私の体に呪いがないか調べるフィンが頼もしくて可愛いから。

　だから私も何も言わない。

　目線を落とせば布越しに勃ちあがった彼のものが視界に入ったとしても、目を伏せるだけで黙認した。

　心地よい彼の好意に溺れるよりも、今は呪いから解き放たれたい気持ちが勝る。

　何度も巻き戻って失った時間が足枷のように重く引きずって離れないでいる。

「ルシア様、申し訳ありません」

　もし、もしも、この呪いから解放されたなら、果たして今度こそ私は好きに人生を歩めるだろうか。

　王命でも、政略結婚でもなく、好きな人と結ばれることができるだろうか。

　何度も、巻き戻るたびに考えた。今となっては、やり直せるチャンスをもらえたなんて喜びはどこにもない。

　ただ虚しいだけだ。歯がゆくて、妬ましくて、息苦しい。

　未来を夢見る少女はもういない。

「呪いの痕跡が……どこにも、見当たりません」

　熱から冷め、青ざめた表情で私を見つめるフィンが言う。

　赤子も、呪いですら宿らない私の体のどこが高貴で尊いというのだろう。

　綺麗なだけの肉の塊はひどく滑稽で、化け物のように思えて仕方なかった。







第四章








　月に一度訪れる不快感に眉を寄せる。

　朝から鈍い腹部の痛みに予感はあったが、メイドたちに世話をされている風呂場で血が流れてしまうなんて。

　湯船に浮かんだ血をメイドの一人が無言で掬い上げるのを横目に、小さくため息をつく。

　両陛下に私の月経が来たという報告がいくのはすぐだろう。

　結局この時間稼ぎに意味はなかったなと沈むように顎下まで湯に浸かる。

　フィンと過ごした一月のうちにわかったことといえば、呪いに関する収穫はゼロだということともう一つ。

「あーあ……」

　フィンへの淡い恋心を自覚しただけだった。




　入浴が終わるや否や国王に呼び出されたのは予想通りだったが、まさか怒られることもなく少し老けた顔で今回の件は不問とされたのは少し意外だった。

「しばらく部屋で頭を冷やしてきなさい」と頭を抱えた国王に退室を命じられ、疲れたから部屋で休むことをアンに伝えて彼女を下がらせる。

　溜め息混じりに呟いた言葉を拾うのは今ここに一人しかいない。

「陛下に妊娠が嘘だとバレてしまったわ」

「そう、ですか……」

　元々呪いに関して調べていた私の部屋には乙女の部屋に似つかわしくない堅苦しさが漂う本棚が並んでいる。

　その上フィンが持ち込んだ蔵書が増え、書斎のようになった一角に立ちながら彼が分厚い魔術書をパタンと閉じる。

　この一ヶ月の間、フィンは懸命に私にかかった呪いについて調べてくれた。

　寝る間すら惜しむほどで、無理やり私のベッドで休ませたこともあるくらいだ。

　せめてソファでと真っ赤な顔で泣きそうに懇願するフィンの反応を楽しむのももう終わり。

　そして、私の恋心も儚く散ってしまう。

「今回は誰との婚姻を進めるのかしらね。まあ、誰であろうと呪いに関する研究は続けさせてもらうつもりよ」

　三度も時間が巻き戻ったことを他の誰かに言うつもりはない。

　フィンが信じてくれたことだって、本心はどうかわからないもの。

　知らない誰かと結婚したくない王女のわがまま。そう思われたところで否定はできない。

「そうだわ、あの天才魔術師の彼なら……」

　三度目の夫となった彼も興味を引かれたのか、呪いについて献身的に調べてくれた。

　今回も彼と婚姻を結び、彼の魔術研究の支援を行う代わりにフィンとの交流だけでも許してもらえないだろうか。

　みっともなくまだフィンと繋がっていられる可能性を見出していれば、彼の手から本が滑り落ちる。

　ドサッ、と大きめの音がなって、しんと部屋が静まり返った。

「その男に、今度は貴女のお体を晒すのですか？」

「……フィン？」

　小さな声に、首を傾げる。

　まるで独り言のような彼の言葉が聞きたくて近寄れば、うつむいた彼の表情が目に入る。

　後悔、自嘲、未練、鬱憤。思い詰め、追い込まれた者が浮かべるその表情に思わず息を呑んでたじろいだ。

「白く美しい素肌を、柔らかくしなやかな肢体を、恥じらいで赤らめた頬を、俺以外に見せるというのですか……？」

「フィン、あなた、何を言って……」

「嫌だ……俺は、そんなの……っ」

　近付いてくる彼の手を認識した時にはもう遅かった。

　掴まれた肩に痛みが走ったのは一瞬で、すぐに背中を柔らかな衝撃が襲う。

　ベッドに押し倒されたのだと理解したのは、フィンが私に馬乗りになって見下ろしているのに気づいてからだ。

「フィン……痛いわ、何をするの？」

　何をされているのかは理解できる。私が知りたいのは彼がこうした『理由』だ。

　痛がる私に一瞬ハッとした表情を浮かべたフィンだったが、切羽詰まったように謝りながらも彼の手は私の肩を離さない。

「申し訳ありません、ルシア様……ですが、俺は、貴女を他の誰にも渡したくはない……！」

「そう……でも、残念だけど、私も私のものではないのよ。王女として生きているからには、果たすべき役目があるわ」

「っ……」

　彼の手が、表情が、躊躇いに染まる。

　ここで引くほどの想いなら見逃すことも考えたが、私は嬉しかったのだ。

　フィンが私を求めてくれたことが、手放したくないと思ってくれたことが、嬉しくてたまらなかった。

「だから、その立場すら奪う覚悟があるというのなら……嘘を本当にしましょうか」

「え……？」

　沈んだ彼の瞳に光が戻る。緩んだ彼の手を自ら薄い腹部へと導く。

　熱くなったフィンの手の体温が伝わって心地よい感覚に微笑みながら、泣きそうな顔で頬を真っ赤に染める彼を見上げた。

「ここにフィンの子種を注いで本当に妊娠してしまえば、王女としての婚姻も、王族としての立場もなくなるわ。それでもあなたは私を愛せるかしら？」

　月経時に王族の血を隠すために使われる血清魔法薬を飲んでいるとはいえ、月経は始まったばかりで妊娠の可能性は限りなく低い。

　奇跡的に妊娠したところで、猶予が一年延びるだけだろう。フィンとも赤子とも切り離され、国外に嫁がされるだけかもしれない。

　これは言わば思い出作りだ。初めてはフィンがいい。そうすればきっと、もうどんな人生でも歩んでいける。

　何度も空虚な人生を繰り返したとしても、このいっときに捧げられた愛情が私を支えてくれるだろう。

　王女でも、王族でも関係ない、『ルシア』を見てくれたフィンだから。

　私の心と体を彼に投げ渡すことに躊躇いはない。

　けれどフィンにとってはバレたら処罰どころでは済まない話だ。

　きっと私に触れる全ての相手に嫉妬して、私の全てを独占したくて、一瞬たりとも奪われたくはないだろう。いや、それだけではまだ足りないかもしれない。

「お、れは……」

　フィンがゆっくりと震える口を開く。その目に迷いは見えない。

「ルシア様を見るのも、触れるのも……俺だけがいい。俺だけに愛されてください、ルシア様」

　縋るように、懇願するように、可愛いおねだりが今は胸が締めつけられるほどかっこよく見える。

　愛しい気持ちに満たされながらフィンの唇を奪う。驚いた彼が薄く開いた口の隙間をぺろりと舐めれば、ハッと甘い吐息が溢れた。

「ルシア、様……っ」

「ん、ぅ、嬉しいわ、フィン……フィン、ぁ……っ」

「可愛い人……愛しています、誰よりもっ」

　貪るようなキスに二人で溺れて沈んでいく。

　三度の婚姻で三人の夫と誓いの口付けをしたくらいで、こんなにも情熱的な口付けは初めてだ。

　荒れ一つなく見目よく整えられた男性たちと違って、フィンの少しカサついた唇がキスで濡れて潤っていくのを感じる方が達成感と幸福感に満たされる。

　嬉しくて浮かべた表情が彼の目には余裕ありげに映ったのだろう。

　かぷりと下唇を甘噛みされて、目を瞬かせた。

「ふぃん？」

「今……誰と比べたのですか？　俺が、下手だからですか？」

「違うわ、そうじゃなくて……」

「当然ですよね、ルシア様のお体はこんなにも無垢で綺麗なのに、もう俺以外の男を知っているんですから。でも、もう二度と思い出させないように……俺が、頑張りますね」

　ぢゅっと強く唇を吸われて怯んだ隙に、彼の手が頬や首筋を撫で、ドレスの上から拙い手つきで胸を揉みしだく。

　やわやわと形が変えられる乳房を目にしてカァッと顔が赤くなった。

「っあ、んんっ、フィン……っ」

「俺の手で全部塗り替えて、俺だけのルシア様になってくださいね」

　彼の逆鱗はどうやら前の夫関連らしい。咄嗟に彼らとは白い結婚だったことを伝えようとして、胸の頂きを布越しに捏ねられて意識がそれる。

　まるで猫が爪を立てるような愛撫に痛みよりも愛しさが込み上げてくる。

　国王が用意した血統書付きの高貴な猫より、私だけに懐いた野良猫を可愛く思いながら未熟でたどたどしい愛撫を受け入れる。

　ドレスを脱がせるのに苦戦していれば腰を浮かせ、露わになる肌に彼の目がますます劣情を孕む。

　もたつく彼の手を私の柔らかな場所へと導き、性感帯を教えながら快感を拾うまでの手引きをする。

　戸惑いながらも真剣に応えてくれるフィンの肌に汗が滲み、堅苦しい魔術着に不釣り合いの硬く盛り上がって色を変えた部分が可愛くてたまらない。

　わざとそこに当たるように体を動かす私に気付いたのだろう。眉を寄せ、恨めしそうに私を見つめるフィンの息は荒く、まるで興奮した獣のようだ。

「ルシア様……お戯れが過ぎます」

「だって窮屈そうにしているから、可哀想で」

　ご馳走を目の前に差し出されていても、この獣が待てという命令を無視して獲物に食らいつくことはないだろう。

　信頼と安心に高を括って微笑んで見せる私に、賢い獣は唸り声をあげる。ただそれだけだと思っていたのに。

「ひぁっ!?」

　ぴちゃりと首筋を舐められ、肌を伝うように舌先は胸元まで下りていく。

　捕食するように、吟味するように、ゆっくりと飢えた獣が舌舐めずりをする。

「何を驚かれているのですか。煽ったのはルシア様ですよ」

「んっ、ぁ、はぁ……っフィン」

「ずっと……ずっと、貴女が欲しくてたまらなかった俺に、あまり刺激の強いことをなさらないでください」

　そう言いながら私の乳房に顔を埋めるフィンの髪をくしゃりと撫で回す。

「ひゃ、ぁっ、……っくぅ……っん！」

「ふ、可愛い……っ」

　それを静止と受け取ったのか、それとも催促と受け取ったのか、ピンと勃ち上がった頂きを甘噛みされて子犬のように鳴いたのは私の方だ。

　優しく舐めて、強く吸いついて、口に含んでコロコロと転がされる。

　甘い痺れにベッドの上で悶えることしかできない。

「ああ、こんなにも赤く色づいて……どこもかしこも、本当に愛らしい」

「んっ、ぁ、フィンだって……一心に舐めしゃぶる姿は、可愛らしい赤子のようよ」

「っ……これから貴女を抱く男に赤子のようだと言わないでください」

　少し拗ねた声に余裕なんてものはなく、あるのは焦燥と懸想だけ。

　その瞳には私しか映らず、私だけに従い、私のために尽くす。フィンはそういう男だ。

　だからこそ、全てを忘れて溺れていたかった。甘い蜜を啜っていたかった。

「あっ、んぅ……っそう、ね、ここはこんなに立派なんだもの。ふふ……とても、赤子には思えないわね」

「っ、ルシア様……！」

「ほら、だったら次にすべきことがわかるでしょう？」

　拙い愛撫だけではもうこの気持ちは収まらない。ねだるように腰をくねらせる私を見て、さらに昂る逸物に微笑む。

　ごくりと、焦れた獣が喉を鳴らした。

「ん、ぁっ……ほら、これを挿れるにはどうすればいいか……わかるわね、フィン？」

「は、い……ルシア様」

　ゆっくりと、傅くようにフィンの頭が下りていく。

　白く柔らかな太ももに添えられた彼の手は緊張と興奮でしっとりと熱が篭っている。

　今から誰にも見せたことのない体の内側を見られると思うと、足を固く閉ざしてしまいたい気持ちに駆られるが、一瞬でも抵抗してしまうとフィンはきっと手を引いてしまうだろう。

　謝罪し、後悔し、私の前から姿をくらましてしまう。そこまで想像ができて、足に力を入れてしまわないように羞恥心から目をそらす。

　ああ、見られている。蜜で潤うその場所に、フィンの吐息が触れている。

　それだけでひくりと膣が収縮するのを感じた。

「もうこんなにも濡れて……俺で、感じてくださったのですね」

「や、ぁ……っ言わないで」

「言います、言わせてください。だってあまりにも、嬉しいのですから」

　はぁ……っ、と抑えきれない彼の興奮が息を荒げる。

　蒸れて熟れた匂いを吸い込み、甘い蜜が膣から零れ落ちるまで待てないというように舌が赤い果実に引き寄せられる。

　一度始めてしまえば満足するまで終わらない。ひだを丹念に舐めまわし、硬くなった秘豆を剥き、まるで美味しいものでも食べているかのように涎と蜜が溢れていく。

　とろとろになった膣が潮を吹き、熟れてじゅくじゅくになってもまだ行為は終わらなくて、こんな快感が子づくりに含まれるだなんて、人類は繁栄するわけだと何度も意識が遠のきながらそんなことを考える。

「ぁ、ぁ、っあ、んんぅ……っ、っ、ぁ」

　びくりと腰が跳ねる。思考さえも蕩けて、視界に星が瞬く。

　達した、のに。まだ終わらない。また快感に落ちていく。

　唇や下顎をしとどに濡らしたフィンがようやく顔を上げるまでどれほど果てたのかもわからない。

　くたりとベッドに沈んだ私を見下ろすフィンの目には未だに欲が渦巻いている。

「ルシア様……もう……っ」

「っ、ぁ……フィ、ン……」

　硬くいきり立ったものが濡れそぼった秘部に触れる。

　そのまま彼が腰を進めてしまえば、柔らかに解されたそこは難なく彼の昂りを迎え入れるだろう。

　初めてだ。四度も人生を繰り返して、誰かと繋がるのは今この瞬間が初めてなのだ。

　ドクドクと頭に響くほどうるさく鼓動する心臓の音を聴きながら、まだ微かに躊躇いを残すフィンの顔を両手で包んで抱き寄せる。

　そっと触れ合わせた唇は甘く切なくて、他の誰かと交わした誓いのキスは全て建前で、今この時こそ愛を誓うには相応しい口付けだと思わずにはいられなかった。

「きて、フィン……私を、あなただけのルシアにして」

「っああ、ルシア様……！」

「あっ、ぅ、んああ……っ！」

　ズンっ、と固い岩でも押し当てられたような違和感に身を捩れば、ぐぐっと体重をかけて動きを抑えられる。

　その間にも狭い筒をこじ開けるようにフィンの肉棒がナカを拓き、重い質量で埋め尽くされていく。

　快感よりも痛みと異物感を拾ってばかりで、知らずと私の目からは涙が溢れていたのだろう。

　優しく目尻にキスを落とすフィンの方こそ辛そうな表情を浮かべていて、必死で胸の内の激情を抑え込もうとしているようだった。

「大丈夫、ですか……？　慣れるまで、しばらく、このままで……」

　狭い膣の中でじっとしているのはそれこそ苦痛だろうに、私の様子を窺って、私の気持ちを優先して、なんて健気な男なのだろうか。

　いくら煽ってもフィンは結局私の臣下でしかないのだと、そう結論付けてしまいそうな思考を止める。

　不安や不満を振り払うように故意にナカを締めつけた。

「っ、ぐぅ……ッ」

「ん……っ、ぁ、私の中で、動かずに待てるなんて、随分余裕なのね、フィン？」

「ちがっ、俺は、ルシア様を想って……っ」

「あ、ぅん……っ、私の為と、言うのなら……もっとがむしゃらに求められた方が、嬉しいわ」

「っ……ルシア、様」

「おねがい、フィン。他の誰とも比べられないように激しく、溺れるような愛じゃないと、もう足りないの……っ」

　煽るように耳元で囁けばフィンが小さく息を呑む。

　他の誰かと行為に及んだことなどないのに、生半可な彼の覚悟を責め立てる。

　彼の瞳に嫉妬の炎が宿るのを心地よい満足感と共に見つめていた。

「っはぁ……いいのですね、ルシア様」

　ギシリと、ベッドが軋む。部屋は防音されているとはいえ、人が来れば終わる行為だ。

　だからこそ、早く彼の子種を中に注いでほしかった。

　他の誰かとの婚姻を勧められたとしても、少しでも長くフィンと居られる可能性に賭けていたいだけなのだ。

「壊れるほど貴女を愛しても、どうか俺を捨てないでくださいね」

「フィン……っ、い、あああッ！」

　眉尻を下げ、泣きそうな顔で苦笑したフィンの頬を撫でようとした手は、突然の衝動に縋り付くように彼の首裏に回る。

「っ……あ、あぅ！　ふっ、ぁ、あんっ……！」

　痛みに縋り付いた彼の背中に傷を作ってしまうのも止められない。

　奥をこじ開け、内臓を引きずり出されるような感覚に怯えと混乱を抱きながらも、ゾワゾワとした快感も引きずり起こされる。

　ぐちゅんっ、ずぷっといやらしい音と共に視界がブレて、掴んだ彼の汗ばんだ背中から手が何度も滑り落ちる。

「はげ、し……っ、んぁっ、は、あ、っ、ぉ……っ」

　まるで怒涛のような快楽の渦中にいるみたいだ。

　振り落とされないように必死で、喘ぎ声がどんなに聞き苦しいものであっても気にしていられない。

　快感を拾い始めた私の様子を見て、愛おしそうに破顔したフィンはますます律動を激しくした。

「ルシア様っ、好きです、好き……っ、愛しています……ッ」

「ぅ、あっ、ん……っ、ああっ……！」

「ずっと、一生、このまま……っ」

　私も愛していると、そう口走ってしまいそうになる唇を噛み締める。

　ここで愛を伝えたところで、フィンと結ばれる未来がどれほどの確率で訪れるだろうか。

　私が王女だから、フィンがただの王宮魔術師だから。国を捨てて逃げる覚悟や度胸も、資金やあてもないのに。

　愛だけでどうにかなる世界じゃないことは、お互いに理解している。

　だからこそフィンも今この瞬間を懸命に噛み締めているように思えて、堪らず胸が苦しくなった。

「フィン、フィン……っ、ぁ、あッ、もう……っ」

「っ、達して、ください……っ、俺も、中にっ、う、ぁ、あ……っ！」

「ひんっ、ぁ……っ、おかしく、なっちゃ……ぁっ……！」

　白い閃光が走り抜けていくように視界がチカチカする。

　ぎゅうと手足に力が籠って、必死に意識を繋ぎ止めようとしている。

　荒い息を溢す唇を塞げば、ぐうっとナカの猛りが決壊寸前までに膨れ上がった。

「ぐ、ぁ……出る……ッ！」

「んんーっ、ァ、……はっ、ああ……っ、あつ、い……」

　奥で吐き出された精液が中を埋め尽くすように熱を伝染させる。

　びく、びくっと無意識に腰が跳ねて、精子を残滓まで吸い尽くしているかのようだ。

　ああ、いっそこの子種が実り、芽吹けばいいのに。

「っフィン……ふ、ぁ、フィン……ッ」

　月経中に妊娠する可能性は限りなく低いとしても、この一時だけでも愛し合ったことを覚えていたくて愛しいフィンの名前を呼ぶ。

　彼からの返事はなく、あるのは過呼吸のような不自然な息の音だけだった。

「あ、ああ……そんな、どうして……」

「……フィン？」

　青ざめていくフィンの顔色を呆然と見ていることしかできない。

　後悔、絶望。そんな最悪な言葉で表すのがピッタリなほど、フィンの表情はこの行為が間違ったことだと物語っていた。

　どうして、と思う前に、ずるりと彼のものが中から引き抜かれる。

　余韻に浸る間もなく、彼の震える手が私のお腹に触れようとして、躊躇した。

「……呪いが、見つかりました」

「え……？」

「呪いは、ルシア様の中に……子宮に、宿っております……っ！」

　初めての営みで、愛した男に呪われていると言われるなんて、神様は私のことが嫌いなのだろうか。

　幸せになりたかった。好きな人と今度こそ添い遂げてみたかった。

　なのに、この人生でもきっと私はある日突然十八歳の誕生日に巻き戻ってしまうのだろう。

　それまでどう生きようと何も変わらず、ただ空虚に王女の役目を果たすしかない。

　夢を抱くのはもうやめろというように、赤子の代わりに子宮に宿る呪いを、忌々しく思いながらもそっと撫でた。







第五章








　ガタガタと水溜りと砂利が混じった土道で馬車が揺れる。

　せっかくの輿入れの日だというのに空は曇天で生憎の天気だが、雨季真っ只中に雨が止んでいるだけマシだろう。

　膨れないお腹も、叶わなかった恋も、何もかもが未練となって後ろ髪を引く中、何よりも見送りにすら来なかったフィンを思うと、怒りや悲しみが溜息となって溢れていく。

　フィンと繋がったのはもう何週間も前のことだ。

　あれほど嬉しく感じた気持ちも、彼の体温も、すっかりと冷えて忘れてしまった。

　子宮に宿る呪いを見てから、フィンは逃げるように私の前から姿を消した。

　あの時の彼の様子はまるでこの呪いについて覚えがあるようにも見えた。

　尋ねる前に「申し訳ありません」と涙ながらに背を向ける愛しい人を、私はすぐに追いかけることができなかった。

　忠誠の誓いで強引にフィンを呼ぶことはできても、そうしなかったのは呪われた私を見る彼の目が畏怖や恐怖に染まるのをこれ以上見たくなかったからというのも大きい。

　どうせまた呪われた私はいつかきっと十八歳の誕生日に戻るのだろう。

　その時はもう、フィンとの関係ももとに戻っている。

　それでいい。あの一度きりの思い出を胸に、どれほど人生が巻き戻ったとしても強く生きていこうと思えた。

　だからこそ王女として、今回の政略結婚も受け入れて馬車に揺られている。

　相手はこの国の公爵で、有能で政策や外交の功績を挙げながらも国王からの褒美は受け取らず、私との婚姻を子供の頃から狙っていたらしい。

　まあようするに変態親父だ。可愛すぎる私が罪なのかもしれないが、四度目にしてなかなか最悪な相手になってしまった。

　前の三回の婚姻は国王もそれなりに私のことを気遣ってくれていたのだろう。

　今回は「赤ちゃんがデキちゃった、相手は秘密」なんて話をしたことで色々と頭を悩ませたからかもしれない。公爵ならそんな私でも喜んで求婚するのが想像できる。

　変態親父に処女を散らされなかっただけマシだと思うことにして、雨季にもかかわらず婚姻を早めて公爵家に向かわされていることに辟易とする。

　専属の侍女として一緒についてきてくれたアンは、一緒の馬車で大人しく座ったまま困ったように息をついた。

「公爵領まではまだ悪路が続きます。あまり質がいいとは言えませんが、お疲れでしたら途中の村の宿で一泊致しましょうか」

「別にいいわ、雨が止んでいるだけでも幸運なのに、降り出してしまったら外にいる御者や馬が可哀想よ」

「御者や馬よりもご自身のお体を優先してください」

　立派な功績をいくつも挙げている公爵は自領の整備に関してはおざなりらしい。領民の暮らしも大変そうだと枯れた土地や荒れた山道を横目に見遣る。

　公爵夫人として統治に口出しできる立場ならいいのだけれど、プライドが高いお貴族様が素直に話を聞いてくれるとも思えない。

　フィンなら真摯に耳を傾けてくれる。他の誰かのために汗水流して尽力できる彼を思うと、考えれば考えるほど私には勿体無い相手だと苦笑が溢れた。

　フィンには素朴で素直な可愛らしい平民の女性の方がよっぽどお似合いだ。

「ねえ、アン。聞いてもいいかしら」

「何なりと」

　ふと、退屈しのぎにとある疑問が浮かぶ。

　名前を呼んでしまえば忠誠の誓いによってフィンをこの場に喚び出してしまうかもしれないので、そこは気をつけながら。

「アンは口が堅い魔術師として、どうして彼を私の前に連れてきたの？」

「間違いでしたか？」

「そうじゃないけど……」

　少なくとも、客観的に見て上級魔術師たちに雑用ばかりを押し付けられているフィンを呼んでくるのはリスクが大きい。

　私にとっては正解だったが、なんの理由があって彼を呼んだのか未だに理由がわからなかった。

「あの者はルシア様をいつも見ておりました」

「え？」

　驚いてアンの顔を見ると、彼女は平然と私が知らなかったことを口にする。その眼差しは穏やかだった。

「ルシア様のためならあの者は自分の命でさえ擲つでしょう。ですから、口が堅い者としてフィン・イティアを選んだのです」

「……そう」

　アンは私が呪われていることも、解呪のために魔術師の協力が必要だったことも知らないのに、私の前に彼を連れてきたのはそういうことだったのだろう。

　きっと私以上に彼女はフィンの執着と盲愛を理解しているのかもしれない。

　そして、彼が私と一線を越えたことや、今は私の前から姿を消したことも、勘づいているのだろう。

　それでも何も言わずにずっと私の側にいてくれて、公爵領までついてきてくれるアンが私の専従で本当に良かった。

　彼女だけは大事にしなければ。悪路の馬車で私と違って後ろ向きに座る彼女のために、やっぱり休みましょうかと少し前の提案に乗る。

　ガタンッと、馬車が大きく揺れたのはちょうどその時だった。

「きゃあっ！」

「な、何事ですか!?」

　身を竦める私を抱くようにして支えながらアンが馬車の御者に声を上げる。

　馬の嘶き、御者の悲鳴、ガタガタと馬車は左右に振り回され、投げ出されないように必死に座席にしがみつく。

　どうどう！　と御者がなんとか馬を落ち着かせているものの、静まる様子もなく忙しなく足を鳴らしている。

　それは同行していた数名の護衛騎士が乗っていた馬も同じようだった。

「どうしたのかしら……」

「少々お待ちください。私が状況を聞いてきます」

　ひとまず馬を馬車から離したようで揺れは収まったため、アンが外に出て話を聞き行くのを大人しく見送る。

　馬は未だ何かに興奮したように嘶いていて、御者一人では制することもできずに護衛騎士たちが手伝っている。

　斜面山道の状態は悪く、こんな場所にあまり長居したくはないが状況が状況だ。

　そう時間もかけませんので……、と困りきった顔で窓の外から謝罪する御者に構わないことを伝え、馬車の中で肩を落とす。

　変態公爵との婚姻といい、今回の件といい、よくないことが重なるものだ。

　これもまた呪いの効果なのだろうかと憂鬱になりながら息をつく。

　コツン、と馬車の窓に何かが当たった音がして、ふと顔を上げた時にはもう遅すぎた。

「ぁ、」

「ルシア様っ！」

　黒い影のようなものが土砂か落石かもわからないまま、馬車が衝撃と激動に襲われる。

　一瞬で呑み込まれたのだろう、死を覚悟した瞬間にフィンの名前を口走りそうになって唇を噛み締めたことだけははっきりと覚えている。

　それなのに、最後に私の名前を呼んだのはフィンの声で、そんなはずないのに彼に抱きしめられているような夢の心地に酔いしれる。

　ああ、何もかもが私が見ている夢で、まだフィンと二人きりで過ごしていた日々に戻れていたらいいのに。

　そう思い込みたくなるほど、現実は生々しく私を突き放す。

「ど、して……」

　強い衝撃と音、そして地震のような激しい揺れからして、土砂か落石に馬車ごと巻き込まれて流されたのだろうか。

　真っ暗で馬車がどんな状態かもわからないのに、土と血の匂いが息苦しい肺を満たす。

　体が動かないのは、怪我をしたからじゃない。

　私を覆うように抱きしめているフィンによって、私は守られたのだとすぐにわかった。

　どうしてここに、という疑問よりも先に、彼の状態に意識が向かう。

　手も足も動かせず、なんとか仰ぎ見たフィンは浅い呼吸を繰り返すだけだ。抱きしめられた彼から漂う血の匂いが、圧迫された肺を押し潰すように重苦しい。

「私、呼んでないわ……助けてって、言ってない……っ」

　忠誠の誓いは名前を呼ぶことで発揮する。だからこそ口に出さないように噛んだ唇からは血の味がする。

　呼んでいない、はずなのに。どうして彼がここにいるんだ。どうして、命懸けで私を守っているのだろう。

　混乱して、困惑して、思うように言葉が出ない。フィンの額から垂れ落ちた血が私の頬へと滑り落ちるのを、呆然と見ていることしかできなかった。

　ああ、頭が、痛い。

「俺が、勝手に来たんです」

「え……？」

　ふ、とフィンが力なく微笑んだのを吐息で感じる。

　喉の奥で空気が漏れるような音がして話しづらそうなのに、彼は話すのをやめない。

　まるで、これが最後だとでも言うように。

「護衛騎士に紛れて、魔術で顔も変えていたので。公爵家でも、姿を変えて、最後までルシア様を見守らせていただくつもりでした」

「どうして……だってあなたは、私を避けていたでしょう？」

「……申し訳ありません、ルシア様に、合わせる顔がなかったんです……その呪いは、俺が……全ての原因は、俺だったんです」

「もういいわ、話はあとで聞くから、今は何も話さないで」

「いいえ、ルシア様。きっとこの時間も巻き戻ります。だから、お願いがあります」

　息がか細い。話すたびにフィンの口からは血が溢れて、肺が潰れてしまっているのがわかる。

　涙で視界が歪む。息が苦しい。それでも、聞き取りづらい彼の声に耳を傾ける。

　だって私はそれしかできない。それだけしか彼に何もしてあげられない。

「また、十八歳の誕生日に戻ったら、王宮魔術師に頼んで俺の記憶を全て消してください」

「……どうして？　私に、フィンを忘れろということ？」

「違います。……忘れるのは、俺の方です。俺があなたを愛してしまったから、あなたを無理やり俺の人生に縛り付けている。俺のせいであなたは呪われてしまっているのです」

　土砂崩れに巻き込まれなかったのか、必死で私の名前を呼ぶアンや他の護衛騎士たちの声がだんだん近づいてくる。

　埋もれた土の隙間から僅かな光が差し込んで、ようやくフィンの顔が見える。

　呪いは私の体にあるものだ。フィンのせいじゃないと、否定できなかったのは彼があまりにも悲しく愛おしげに私を見ていたから。

　慰めでも、労りでもなく、彼は自分こそが呪いの大元だと口にする。

　私を好きだと物語る眼差しをしておきながら。

「そんなの、嫌よ」

「お願いです、ルシア様……どうか」

「嫌に決まってるわ！　フィンが、私を好きじゃなくなるなんて……っ」

「この気持ちこそが……罪だったんです。あなたは俺なんかに縛られていい存在じゃない」

　光がどんどん差し込んでいく。アンたちの声も近くなって、このまま私は彼らに助け出されるだろう。

　フィンの目は虚ろでもう助かる兆しの光も見えていないように見える。

　死にゆく彼を私は繋ぎ止めることができない。

「ルシア様、貴女の幸せを、心から、願っ……」

　やがてフィンの声がゆっくりと途切れる。

　どれほど私を守る魔術を重ねがけしていたのだろうか、押し寄せてくる痛みや苦しさを感じながら、突然の睡魔に襲われる。

　こんな状況でいきなり眠くなるなんておかしい。まるで、フィンの尽きていく命に引きずられていくような意識の遠のき方だ。

　ああ、四度目にして、この睡魔こそが巻き戻りの合図なのだと理解した。

　そして、フィンの死こそがきっかけとなることも、私はそれに巻き込まれているだけだということも。

　その上で、冷たくなっていくフィンの血に濡れた唇に口付けを送る。

「私は嫌だと言ったわよ、フィン」

　次の瞬間、眩しい光に照らされてハッと目が覚める。

　ベッドの上、開け放たれたカーテン、その横に立つアンが私を見て驚いていた。

「おはようございま……ル、ルシア様!?　どうしてお泣きに!?」

「おはよう、アン。今日は私の十八歳の誕生日よね？」

「え、ええ……そうですが……」

　泣きながらこの日に戻るのは初めてだ。止まらない涙を無視して、寝起きで部屋を飛び出す私を慌ててアンが追いかけてくる。

　捕まってパーティーの準備に時間を取られる前に、やるべきことを済ませてしまいたかった。

「フィン、フィン・イティア！　いるなら出てきなさい」

　部屋を出た先の庭に面した渡り廊下で適当な物陰に声をかけただけだが、私のことをよく見ていると他言されているフィンのことだ。

　おずおずと木々の隙間から現れ、寝巻きの私から目を逸らしているフィンにツカツカと歩み寄り、逃げる前にその腕を掴んでやった。

「おっ、王女殿下、何を……っ」

「私はね、フィン。五度目の人生は今度こそ自分の好きなように生きると決めたの」

　薄手の寝巻きで若い男を連れて堂々と王宮を歩き回る王女に誰もが言葉を失って見入っている。

　気が触れたと思われてもいい。むしろそう思ってもらった方が都合が良かった。

　流石に国王がいる執務室の前で騎士たちに止められそうになったが、彼らの手が私に届く前にフィンが思わずというように立ち庇ってくれて笑みを深める。

　ノックもなしに部屋に入った私を、国王であり父親である壮年の男性が厳しくも動揺を滲ませながらじっと見据えた。

「何事だ、ルシア。そんな格好ではしたない」

「あら、失礼。つい気が逸ってしまいましたわ。命の危機なんですもの、ご容赦くださいませ」

「……どういうことだ？」

　やっと迎えた王女の成人を祝うパーティーだ。取引や同盟関係に繋がりそうな、愛のない政略結婚だとしても私を不幸にはしない相手を選んでいる最中なのだろう。

　見覚えのある顔ぶれが並ぶ書類に嫌気が差しながら、困惑したまま無抵抗で騎士に捕えられたフィンを解放させる。

　その時「話を合わせなさい」と小さく耳元で囁いた私に、フィンがこくりとかすかに頷いたのを見て笑みを深めた。

　フィンはどこまでも私に甘い。それが嬉しくてたまらなかった。

「隣国の王子、腕の立つ騎士団長、天才魔術師、変態公爵……私は四度の人生で彼らと結婚し、そしていずれも愛されることなく短い人生を終えました。国王陛下、あなたのご判断によって」

「なんだと？」

　不審に思いながらも、部屋から私とフィン以外を下がらせた国王は訝しげに眉を寄せる。

　聞き分けがよく、わがままも言わない娘の突拍子もない話を聞くだけの耳はあるようだ。

「時間が巻き戻るのはいつも今日この日。神様も嘆いておられます。何度失敗すれば気が済むのだと、慈悲はこれで最後だと」

　歌うように、演じるように言葉を紡ぐ私が奇怪に思えたのだろう。

　不気味そうに顔を引き攣らせながら、国王の目はまるで恐ろしいものでも見ているかのようだ。

「私は呪われているのです。そしてその呪いを解くのはこの魔術師しかおりません。ですので、私に猶予をください」

「猶予？」

　私がただの狂言を口にしているのではなく、『呪い』という原因があることで聞く耳を持ったのだろう。

　怪訝そうな顔をしながらも彼の表情に少しだけ父親としての心配の色が滲んだ。

「呪いが無事に解けた暁には陛下のお眼鏡に叶ったどのお方とも婚姻を結びます。たとえ呪いが解けなかったとしても、長く生きられるようになればその分、巻き戻った時にこの国に有益な情報をもたらすことができるでしょう」

　にっこりと綺麗に微笑む私を、国王は驚愕の眼差しで見遣る。その心に一抹の期待を宿していることは想像も容易い。

「もちろん、これまでの四度の人生で得た見聞も全てお話します。ですのでしばらくの間は、私の好きにさせていただきたいのです」

「ならば……もっと優秀な魔術師を手配しよう。その魔術師でなければならない理由などないだろう」

「いいえ、陛下。フィンでなければいけません。今は無名の魔術師ですが、呪いの分野で彼ほど頼れる者はおりませんでしたので」

　確信めいた私の言葉を否定するほどの情報を持たない国王は複雑そうな表情で押し黙るしかない。

　私に向けられない怒りを晴らすようにギロリとフィンを睨んだ。

「フィン・イティア、うまくやるように」

「もちろんでございます」

　深々と頭を下げるフィンを一瞥し、退室の許可が下りる。

　流石に今日のパーティーまでは避けられないだろうが、これで当分の時間はできた。今はこれで十分だ。

　フィンを連れて外に出るとパーティーの準備のための人手が増えていて、私も早く準備に戻らないとアンが胃を痛めて卒倒するだろう。

　フィンへの説明も後日になりそうだと落ち着かない様子の彼を見上げる。

「さっきは悪かったわね、フィン。話はちゃんと後で……」

「ル、ルシア様！　呪いで痛みや苦しみはございませんか!?　すぐにでも解呪の研究を……！」

「フィン、落ち着いて、私は大丈夫だから」

　理由も話さないまま巻き込んだのに、どうしてこうも優しいのか。

　深刻な顔で私の様子を窺うフィンにクスクスと笑みを溢しながら、五度目の人生でまだ聞いていない一言を思い出した。

「フィン、今日は私の十八歳の誕生日よ」

「それはもちろんおめでたいことですが……！」

「もうっ、ちゃんと言って！」

「お誕生日おめでとうございます、ルシア王女殿下……！　今日があなたにとって素晴らしい日となることを心から祈っております」

「それでいいわ」

　ふふん、と満足そうに微笑む私を困惑しながらもフィンが眩しそうに眺めている。

　これで五度目のパーティーも頑張れそうだと、ついに痺れを切らして連行しに来たアンに私は引き摺られていくのだった。







第六章








　飽き飽きとしたパーティーも卒なく終わり、次の日には早速フィンを自室に呼び出して呪いのことを話し合う。

　アンにも呪いのことを話し、国王の許可を得ていることを伝えているので今回は人目を避ける必要もないのだが、人払いをしてもらい、フィンに防音だけはしっかりと魔術をかけてもらっている。

　呪いが感染するだの、次の宿主に伝染するだのと嘘を言えばフィンと私の二人きりになるのは簡単だ。

　これからすることを考えると、他の誰かに見られる心配は避けた方がいい。

　私は慣れたものだが、今のフィンは慣れない私と二人きりの場に緊張しているようで、さっきから一切目が合わないのが気に食わない。

「ま、まずは呪いについて詳しくお聞きしたいのですが……王女殿下？」

「ルシアでいいわ」

「いえ、あの、それは……」

「ル、シ、ア！」

「うっ、はい、ルシア様……」

　無理を言っているのはわかるが、頬を赤らめて俯く様子からして嫌われているわけではなさそうで安心する。

　フィンにとっては昔こそよく懐かれていた相手だとしても、今は触れることも許されない王女相手なのだ。

　この場に居合わせることすら烏滸がましいと思っているのだろう。

　けれど、その目の下の隈は濃く、一晩のうちに呪いに関して調べられるだけ調べたに違いない。

　現に彼が持ってきた数冊の本には読み込んだ跡があり、資料としてまとめた書類まで用意されている。

　優しさだけでここまで出来るとは到底思えなかった。

「呪いのことだけど、陛下にも言った通り私は五度も時間が巻き戻ってるの。そして目が覚めるのはいつも十八歳の誕生日の朝。その日に戻る理由はまだわからないけど、原因は四度目の人生で判明したわ」

　ソファにローテーブルを挟んで向き合いながら座っているフィンが私の話に真剣に耳を傾ける。

　話をしながら思い出すのはフィンが私を守ってくれた最期の瞬間。

　私が乗っていた馬車だけ土砂崩れに巻き込まれた不幸な事故の中、自らを犠牲に私の命を救ってくれた彼は、今こうして目の前に座っている。

　記憶を奪うように言ったフィンの言葉に頷いた覚えはないし、そうするつもりもない。

　ただフィンが私のために命を落とすことが二度とないように、きつく釘を刺しておきたかった。

「呪われているのは私で……呪っているのはフィン、あなたよ」

「……は、？」

　あっさりと告げた真実が受け入れられなかったのだろう、愕然と言葉を失うフィンに時間を与えるように紅茶に口を付ける。

　そのまま茶請けのクッキーを二つほど摘んだところで、フィンがようやく掠れた声を出した。

「何かの、間違いでは……」

「四度目のあなたが申告したのだから、間違えようがないわ」

「……勘違い、というのは……」

「フィンが死んだら私も巻き戻ってしまったから、疑いようがないわね」

「俺が死んだら……巻き、戻った……？」

　顔を真っ青にして自決でもしでかしそうな雰囲気だったので先にその可能性は潰しておく。

　悲壮感に満ち溢れたフィンは放っておいてもいつかは倒れてしまいそうだ。

　私が数年足らずで巻き戻ってしまっていたのも、フィンが過労死や不慮の事故で長生きできずに亡くなってしまったからだろう。

　まずは彼の意識を変えなくては。今は呪いのことよりもフィンの健康促進計画を立てることに気が向いてしまう。

「俺は……なんてことを……」

　血の気が引いた顔で項垂れるフィンは、私が嘘をついているとも思っていないのだろう。

　誰にでもこんな態度ならば不安でしかないが、私が相手だからだと思うと胸が弾む。

　可哀想に、フィンはただでさえ青白い顔色をひどくして憂いている。その目は自分を責めて苦しげだった。

「呪いだなんて……知っていたら、決してルシア様に近づくことなど……ましてや、こうしてお会いすることすらしておりませんでした……っ」

「もちろんわかっているわ。でなければフィンがあれほど熱心に私の体を調べるのもおかしいもの。わざとでもない限りね」

「はっ!?」

「ああ、四度目の時間軸のことだから気にしないで」

　私の体に呪いがないかを調べるフィンはとても真摯だった。あれが演技だったとは到底思えない。

　それに、呪った張本人がこうして徹夜してでも呪いに関する本を熟読し、資料にまとめてきてくれるわけがないのだ。

　フィンが私を呪いたくて呪ったわけじゃないことはもうわかっている。

　別の第三者によってフィンが知らないうちに呪いを宿され、その呪いの影響に私が巻き込まれたというのが私の考えだ。

　きっと、私の子宮に呪いが宿ったのも、フィンから流れ込んだ残滓に過ぎない。

　けれど、それによって呪いの根源を察したフィンは後悔し、私の前から姿を消して陰ながら見守るつもりだったのだろう。

　そうでなければ、四度目の人生で自分の命を擲ってでも私を救ってくれた理由の説明がつかない。

　自らの贖罪として、命を賭して。永遠に私の幸せに尽くす。

　そんなことをされて私がどんな気持ちになるかも考えずに、ひどい男だ。

「ルシア様……俺は決して自分の意思で貴女を傷つけたりは致しません。不安でしたら忠誠の誓いを……」

「いいえ、それは必要ないわ」

「しかし……！」

「忠誠の誓いなんてしなくても、フィンはいつだって来てくれたもの」

　私にとってはそれが真実で、実際に見た別の時空の出来事だ。

　思わず顔を伏せた私に戸惑うフィンの声がかかる。なんでもないと顔を上げれば、今は生きて複雑そうな顔をしている彼の姿に安心した。

　フィンの名前を呼びたくても強制力のせいで呼べなかったことの方が私にとってはデメリットだった。

　私が知らなかっただけで、彼はきっとどんな時も私を見守ってくれていた。同じ王宮で私を支えてくれていたのだ。

　馬車で事故に遭う前、彼の執着をアンに教えてもらってから気づくなんて、お互いに隠し事が得意なものだと感心さえする。

　これ以上フィンを対等じゃない関係で縛るようなことはしたくなかった。

「とにかく、呪いはフィンの中にあるのは間違いないはずよ。何か思い当たることはない？」

「そうですね……」

　まだ忠誠の誓いに拘っている様子のフィンから話を逸らすように疑問を投げかける。

　呪いというのは厄介な代物だ。一過性の通常魔術と違って、複合性や持続性が合わさり、術者の手に余るとどんどん制御のつかないものとなる。

　今回は宿主であるフィンの死によって時間が巻き戻る魔術が展開されており、その目的と根源が明らかにならない限り解析は難しい。

　巻き戻りによって未来の知識を得るにしても、フィン自体に記憶が残ってはいなかった。

　なぜ私だけが覚えているのかも謎で、何を目的として何者かがフィンに呪いを宿しているかは判断ができない

　フィンもピンとくる記憶はなかったのだろう、神妙な顔つきで首を横に振った。

「申し訳ありません……そのような覚えは一切なく……」

「フィンは子供の頃から見習いとして王宮魔術師たちに預けられたのでしょう？　いつも雑用ばかり押し付けられているし、彼らに何かされたわけじゃないの？」

「いえ……早くに両親が亡くなり、魔術の素質があるからと引き取られましたが、失敗やドジばかりでろくに役に立てなかった俺が悪いだけで、何もひどいことはされておりません」

　フィンは王宮で肩身の狭い思いをしながらも、追い出されないよう必死に自分の居場所と役割を見つけている。

　馬鹿にされようと、嫌味を言われようと、逃げ出さずに頑張り続ける彼を見て、私も厳しいマナー教育や勉強を休まず努力することができたのだ。

　見栄やプライドばかりを気にする貴族の子供たちよりもよっぽど彼の方が綺麗で美しく思えた。

「……もしかして、その失敗やドジというのが呪いなんじゃないかしら」

「え？」

　ふと思い至った考えを口から溢す。

　フィンの真面目で慎重な性格からして、そう何度も失敗を繰り返すことは不自然だ。もしそれが呪いによるものだとすれば納得がいく。

　フィンも思い当たる節があったのだろう、否定の言葉よりも肯定感が勝るようだった。

「確かに……妙に不運が重なる時はありましたが、呪いによるものかどうかは……」

「だったら試してみましょうか」

「試す？」

　立ち上がった私の視線に促されるようにフィンもソファから腰を上げる。

　向かった先にあるのは大きな全身鏡で、鏡の中から不思議そうな顔をして私を見つめるフィンの姿が映る。

「フィンは自分の体に呪いを見たことはないのよね？」

「少なくとも、見える範囲には……」

　狼狽えながらもそう答えるフィンは自分が鏡越しに注視されていることに気づいたのだろう。

　次第に赤く染まっていく彼の頬がいじらしくて微笑を浮かべた。

　食べてしまいたいくらい可愛いという気持ちにこれほど共感したことはない。

　呪いは持ち主の体に宿る。自分で気づかないというのならば、誰かに手伝ってもらうべきだろう。

「さあ、服を脱いで」

「ル、ルシア様、それは……っ！」

「安心して、私も前の時間軸で同じことをしたわ。見せたのは私の体だったけれど」

「それは羨ま……いえっ、あの……！」

　羞恥心と葛藤とで感情がごちゃ混ぜになっているフィンを無理に脱がすことはせずに見守る。

「フィン」

「っ、わかり、ました」

　視線を泳がせ、唇を噛み締めた彼はやがて静かに服を脱いでいく。

　耳や首筋まで真っ赤になった肌が露出していき、なけなしの抵抗とばかりに大事な場所を手で隠すフィンはまるでいたいけな少女のようだ。

　魔術師ではない私には彼の体に呪いがあるかはわからないため、自分の目で確かめてもらう必要がある。

　私はその手伝いをするだけだ。

「恥ずかしくて堪らないのに、逃げられない。フィンに降りかかる不運や不幸が呪いの影響によるものだとしたら、今まさに呪いが作用している状態よね？　どう？　呪いがどこかに浮かび上がったりしてない？」

「い、いえっ……どこにも……」

「もっと辱めなきゃダメってことかしら」

　少しでも私の視線から逃れるように縮こまり、強張っていた彼の肌が緊張で粟立つ。

　人によって不幸だと思う基準は異なるものだ。ならばさらなる検証を試みるまでだろう。

「フィン、自慰をして見せて」

「じ、い？」

　私の子宮に宿ったのだから、もしかしたら呪いはフィンの精液に含まれている可能性だってある。

　裸体の視姦、自慰の強要と、可哀想な目に遭っているフィンを助けてくれる人はどこにもいない。

　なんて哀れで愛おしいのだろうか。

　呪いがどこにあるかを調べることを盾に、私の言う事に全て従うフィンが健気で可愛くて堪らない。

　はぁ、と思わず興奮して熱い吐息が溢れる。

　不幸な目に遭いながらも、硬く芯を持ち始めた彼の陰茎から目を逸らせなかった。

「ほら、早く。見ていてあげるから」

「っ、ぅ……ルシア、様」

「フィン、できるわね？」

　私がフィンに全てを確かめられたように、今度はフィンが全てを確かめられる番だ。

　彼は羞恥に頬を赤く染めながら、緩慢な動作で勃ち上がったそこに触れる。

　先から溢れる期待の汁を全体に塗し、小さく水音が混じる。

　自慰を始めたことで私からも意識が外れたのだろう。それに不満を覚えて、鏡すら見ていないフィンの顎を掴んで顔を上げさせる。

　鏡越しにいやらしいことをしている彼と目が合った。

「っあ……！」

「夢中になったらダメよ、フィン。これは調査なんだから、気持ちよくなることが目的じゃないのよ？」

「す、みませ……っ」

「自分でするから集中しちゃうのかしら。だったら私がしてあげるわね」

「お待ちくださ……っあう！　っふ……ッ」

　どう扱けば気持ちいいかを知っているフィンの手を外し、代わりに私の両手を添える。

　これなら快感に呑まれることもないし、フィンも呪いがどこに浮かび上がるか見ることに集中できるだろう。

　抵抗も逃亡もできないフィンはなすすべもなく腰を引くだけで、なんの妨げにもならない。

　冗談ではないと、私は真剣なのだと急所である彼のものを少し乱暴に握る。

　くちゅりと、粘り気の混じった水音が増した。

「達してもダメよ。そうじゃないと不幸とは言えないでしょう？」

　一度彼のものに愛された覚えがある私は触れることに何の抵抗もないが、この時間軸のフィンは違う。

　あまりの刺激と衝撃に萎えるどころか力強く反り返っている陰茎に思わず感嘆のため息が溢れる。

　ここで襲われる心配をしていない自分を呑気だと思うべきか、それとも残酷だと思うべきか。

　フィンはきつく眉を寄せ、噛み締めた口元を手で覆い隠すようにして鏡を凝視している。

　その眼差しは初めて『待て』を覚えさせられた獣のようだった。

「ッふ、はぁ……っルシア様……っう、ァ」

「こんなに大きくして、不幸どころか私に触られて嬉しくなっちゃうの？」

「っ、申し、わけ……っ」

　これじゃあまるで私がただ射精を焦らしているだけのようだ。

　痙攣するように震える彼のものに笑みを乗せた唇を寄せると、くちゅ、と滴る蜜と触れ合って糸を引いた。

「フィン、呪いはまだ見つからない？」

「ぁ、まだ、どこにも、っ」

「それなら、仕方ないわね」

「……っ、う、ぁッ、ルシア様……!?」

　ぺろりと舌先で溢れた先走りを舐めとった私の肩を慌ててフィンが掴む。

　引き剥がされる前に先端に強く吸い付けば、前屈みで腰が抜けそうになる隙を狙う。

　フィンの両手は私の肩から移動し、縋るような手つきで私の頭を抱き抱えていた。

「早くフィンが呪いを見つけてくれないと、私にまた呪いが移っちゃうわね？」

「そ、んな、ことは、おやめくださっ……」

「フィンにとっての不幸は、私の幸せだものね。だから私が誰かと結婚してここを離れてしまうと、呪いが強くなって長くは生きられなかったのかもしれないわ」

　哀れで、悲しくて、愛おしい人。

　それはあくまで五度目の巻き戻りを経た私の憶測でしかないが、きっとそうだと妙な確信を抱く。

　一体どんな気持ちで他の男性と結婚する私を見送っていたのだろう。届かない想いを抱えて生きてきたのだろう。

　四度も巻き戻っていなければフィンの深い愛情を知ることはなかった。五度も巻き戻っていなければ、こうして心から素直に想いを伝えることも叶わないままだった。

　それだけは、初めてこの不可思議な現象に感謝する。

　もう二度と巻き戻ることがないように、フィンを失わずに済むように、私は呪いを明らかにしたい。

　だからこそ、逃げ腰になったフィンをあえて追い込む。張り詰めた陰茎が脈打つように鼓動している。

「呪いが……ったら、ルシア様は……」

「フィン？」

　小さく呟かれれた言葉が聞き取れなくて舌先でちろちろと舐めていた行為を止めて顔を上げる。

　フィンの表情は嫉妬のようにも諦めのようにも見えて目を奪われる。

　まるで消し去れない炎にずっと蝕まれ続けているような、そんな焦燥感を彼に覚えて息を呑んだ。

「どうし──」

「呪いを解いて、他の男に貴女を渡すくらいなら、いっそ……っ」

「え、っんぅ……！」

　不意に頭を引き寄せられ、深く彼の肉棒を咥え込まされる。

　えずき、喉が収縮することすら快感として満たされたのだろう、フィンは構うことなく腰を揺さぶり始める。

　私が奉仕をしている現状に興奮するのはお互い様だ。

　歯を立てないように気を遣っただけで慣れているのかと細めた目で見られ、ますます腰つきは荒くなる。

　あまりにも深く入り込まれる前に舌で押し戻そうとして、それすら快感の材料となる。

　息がしづらくて、酸素が足りなくて、それでも終わらない淫らな行為に頭がくらくらする。

　フィンの足が震え、前屈みの体は崩れ落ちる寸前だ。

　揺さぶられる私の体も後ろに倒れ込みそうで、追いかけるようにして腰を突き出すフィンも限界が近いのだろう。

　耐えきれない低い喘ぎ声と共に、彼の口元からぽたりと唾液が溢れ落ちた。

「っは、ぁ……っぐ、う、どう、しますか、ルシア様」

　震え、ドクドクと脈打つ陰茎で上顎を擦られる。まるで種付けでもされるように深く入る角度を探られる。

　涙と涎と汗で濡れた私の顔をなんの躊躇もなくフィンの手が優しく撫で回す。

　張り付いた前髪を掻き分け、瞳を逸らさずに彼は仄暗い笑みを浮かべていた。

「今貴女のお口に精液を吐き出して、飲み込むまで口を塞いでしまえば、めでたく俺と同じ呪われた者同士です。俺の呪いが解けない限り、一生俺に縛られて生きていくハメになるんですよ。ああ……なんて素敵だと思いませんか？」

　そう言いながら、私の頭に触れる彼の手に強制力はない。

　私が顎を引いて仕舞えばすぐにでも解ける拘束の中、フィンは私を試そうとしているのか。それとも手放そうとしているのかもわからない。

　視線が合わさる。私の出方を窺うような眼差しに小さく目元を綻ばせて、そして自ら彼のものを喉の奥に手招いた。

「ぅぐっ、あっ、ルシア、様……っ、！」

「ん、んぅっ、ッ」

「う、ア、もう……っ」

　ガクガクと腰が震える。さらに肥大した陰茎の先を扱くように喉を動かす。

　引き攣った声を出しながら、彼の顔を仰ぎ見た。

「らして、ふぃん」

「っ、あ、ぐぅ、う……ッ！」

　びちゃりと喉奥に吐き出されたものをもう止めることはできない。ごくりと喉が動き、独特な味の粘液が食道を通り抜ける。

「んっ、ふ……っんく、ぅ……っ」

「ああ……本当に全部、飲んだのですか？」

　反射的に嚥下する私を震えながら見続けることしかできないフィンの目には歓喜と興奮が見え隠れしている。

　嬉しい、悲しい、困惑、哀願。

　やがてその目に、抗いようのない絶望が滲むのを、私は二度も目にすることになる。

「ルシア様……喉に、呪いが……」

　今回は子宮ではなく、喉に呪いが宿ったらしい。

　粘ついた精液を飲んだせいでうまく声が出なくて今すぐにでも水が欲しいが、ここでフィンから離れてしまったら四度目と同じ状況になることは一目瞭然だった。

　だからこそ、無理に口を開く。

　私の前からフィンを遠ざけてしまわないように、彼の手を握り止める。

「この呪いを見て、フィンは前も同じ目をしていたわ」

　呪いを自分のせいで宿してしまったことに対する後悔だけじゃない。

　彼の揺れる瞳にはもっと深い悲しみで覆い尽くされていた。

「俺は……この呪いを、知っています」

　やがて彼は重い口を開く。

「この呪いは……いえ、この魔術は……俺の両親が発明したものです」

　始まるのは暗く虚しい彼の過去の話だった。





　＊＊






　フィンの両親はどちらも魔術師だった。

　二人とも魔術の研究が好きで、日々人のためになる魔術を発明できないかと努力し続けてきた。

　彼らには能力があった。だが、平民出身ということだけが彼らの才能を奪っていた。

　研究には資金が必要だ。二人だけでは金にならない研究を続けることはできない。

　だからこそ援助をしてくれる貴族出身の魔術師に研究成果を奪われようと、自分たちの努力が日の目に当たらなかったとしても仕方なかった。

　それでも研究を続けられて、誰かが自分たちの魔術で助かっているのならばと気持ちを納得させていた。

　だが、心にも限界がある。

　搾取され、奪われ続けた彼らはやがて復讐心が芽生えていき、金になるような魔術の発明ばかりを考えるようになった。

　そうして資金を貯めて独立し、貴族たちの手から逃れていればまだよかった。

　しかし彼らの目的は違う。全ては貴族の魔術師たちへの復讐のためだ。

　いつしか彼らはとある魔術を発明し、わざと貴族の魔術師たちに成果を奪わせた。

　その魔術は永続的に自身の能力を飛躍的に高めることができるという優れもので、世紀の発明だと誰もがその魔術を欲しがった。

　そのせいで、自分たちの未来が奪われるとも知らずに。

「能力向上の魔術には代償があったんです。少しずつ視力、聴覚、触覚、感覚に誤差が生じていく……それがミスや失敗、判断力や察知能力の低下に繋がり、気づかないうちに人は間違った選択をしてしまう」

　フィンの口調は冷静でいて、物悲しい。

　幼い頃はこうして彼の口から私が知らないことを聞くのが好きだった。それなのに今は早くも物語の終着点を探している。

　フィンの目から涙がこぼれ落ちないよう、ただただ見守ることしかできないでいる。

「その代償にいち早く気づいた魔術師の告発により、両親は重い処罰を受けました。まだ子供だった俺は刑罰を免れましたが、禁術となったその魔術に関与しています。王宮魔術師預かりとなったのも俺を監視するためだったのでしょう」

「関与って、フィンは何も知らなかったのでしょう？」

「無知ゆえに、幸福のおまじないだと友達や人々に教えて回っていましたから。俺にも十分罪はあります」

　幸福の魔術が不幸の魔術だと知った時、果たしてどれほどの責任と罪の重さが彼の背にのしかかったことだろう。

　まだ幼かったフィンは何も知らなかっただけだ。けれど、成長するにつれて両親の過ちを知り、自分に対する扱いや監視下の中で自身が置かれている立場を理解したという。

　ただでさえ不幸となる不運が重なる状況下で、フィンは王宮魔術師たちに軽い扱いをされ、雑用ばかりを命じられることを甘んじて受け入れているのかもしれない。

　王宮である程度の自由を許されていることも、フィンがこれまで反抗や抵抗を示さなかった賜物だろう。

　そんな彼を誇りに思う気持ちは届かないまま、フィンは初めてその顔を泣きそうに歪める。

「まさか、俺自身も不幸の魔術がかけられているなんて、夢にも思いませんでした」

　気持ちが溢れるように、ぽろりと彼の目から涙が流れる。

　滲んだ視界に映る私はどんな表情をしていたのか、自分でもわからない。

　ただ私の足はフィンの側へと向かっていて、私の手は抱きしめるようにフィンの体に伸びていた。

　悲しみに嘆く愛しい人を慰めるために。

「俺は、両親にとって復讐の材料でしかなかったのかもしれません。自分たちが死んでも俺がいる限り呪いは続いていく。俺が王宮にいることだって、二人の策だったとしたら？　俺がルシア様と出会ったことも、愛してしまったことも、全て思惑通りだとしたら……俺の存在自体が、途方もない罪でしかない」

　涙が彼の頬を濡らし、手を添えた私の腕にまで伝っていく。

　四度目の時間軸でもフィンはこの考えに辿り着き、姿を消してでも一生かけて私に償おうとしたのだろう。

　自分こそが呪いの種だったのだと、重い罪と責任を背負って生きていくつもりだった。

　フィンのせいじゃないのに。純粋な愛情ですら彼にとっての重石でしかなくなる。

　そんなの、あんまりだ。

「俺はずっと、ルシア様が十八歳の誕生日を迎える日を待ち侘びていました。その思いが強すぎたからこそ、何度もその日に巻き戻ってしまうのでしょう。俺の幸せを、奪い尽くすために」

　不幸の魔術がフィンの命まで蝕み、潰えた瞬間、その狂気染みた魔術は時を巻き戻してさらなる不幸を願う。

　終わりのない苦痛を味わせることこそが本来の魔術の目的なのかも知れないが、記憶が残らなければ意味はない。

　ならば、私だけが記憶が残っている理由はなぜだろうか。

　フィンの不幸に関係があるから？　それとも、何か他の原因があるのだろうか。

　考えをまとめる前に、フィンがあの時と同じ言葉を口にした。

「ルシア様、俺の記憶を奪ってください」

「フィン……それはできないわ」

「この魔術を取り除く方法はありません。だからこそ禁術として存在を消されたのです。放置することも、殺すこともできないまま、俺は生きているだけにすぎなかったのです。……俺は、貴女の側にいるべき人間じゃなかったんだ」

　ああ、まただ。またフィンは私の前から姿を消すつもりだ。そしてまた、私の不幸を肩代わりする気なのだろう。

　そこにささやかな幸福を見出して、自分に降りかかる不幸に目を瞑りながら生きていく。

　その先に訪れる死を受け入れながら、ひっそりと。

「私が、あなたを好きだと言っても？」

　フィンの唇がかすかに震える。

「俺には、勿体無いお言葉です」

　その口から溢れる幸福を待ち侘びていたのに、これから私の前に訪れるのは不幸ばかりだ。

　成功体験、満足感、好きな人からの揺るがない愛情。それら全てが奪われ、こぼれ落ちていく。

　フィンは私と共に不幸になるつもりはないらしい。

　その言葉を最後に、フィンは私の前からいなくなった。

　引き止めるすべを持たない私はそれを受け入れることしかできず、数週間後の今もまたアンと一緒に馬車に揺られている。

　まるで四度目の時間軸と同じだ。

　違うのは向かう先が隣国であること、同行者が騎士団の団長であること、そしてさらには、我が国随一の天才魔術師を一人連れ立っているということだろう。

　私の采配で呼び寄せた人選と行き先に疑問を持つ者はいたが、辿り着いた隣国で応対を任されていた王子を含め、三人とも私の元夫だったと誰に言っても信じてもらえないだろう。

　唯一信じてくれるだろうフィンは未だに私の前に現れないのだから、私は私の好きなようにするだけだ。

「この度はお招きいただきありがとうございます。隣国では魔術の発展が著しいとお聞きします。我が国では禁術とされる魔術も、こちらでは違った見方ができるかもしれませんわ」

　微笑みながら、首筋のチョーカーを外して見せる。

　私に宿る魔術の痕を見て、真っ先に驚いたのは隣国の王子であり、魔術師たちを管理する魔塔主だった。

　それからすぐに不幸の魔術を告発した天才魔術師も気付き、その魔術を受けながらも戦果を挙げ続ける騎士団長が目を見張る。

　政略結婚だと、愛のない結婚だと無為に過ごしていた日々を思い出す。

　けれど今思えば、彼らと結婚した三度の時間軸もここに辿り着くまでの布石だったのではと思えてやまない。







第七章








　私はこのために王女として生まれてきたのかもしれない。

　権力を使い、身分を使い、時間と労力を奪って集めたのは三人の男性たち。

　顔よし立場よし性格よしで女性には困ってなさそうな元夫たちを前に、それでも私が好きなのはフィンなのだと再認識する。

　だって彼らの顔と名前がぼんやりとしか覚えられないのだ。これも呪いのせいだと勝手に思うことにして、此度の遠征の成果をまとめる。

　表向きの目的は両国の交流であり、隣り合う国同士さらなる発展のための尽力。

　三人とも元々私の結婚相手として候補に上がっていたため、国王へのお願いはすんなりと通った。

　道中は何かとトラブルが起こりながらも、天才魔術師が守りの魔術をかけてくれたり、騎士団長が難なく対処してくれたりと、降りかかる不幸をやり過ごすことができた。

　今回もフィンが隠れてついてきていたとしても、命の危機に晒されなかったことはありがたい。

　同行してくれた騎士の全員に話しかけてみたが、フィンが化けているかまではわからないまま隣国に到着し、歓迎を受ける。

　そうして本来の目的である私に宿った魔術の痕跡を見せて、禁術として片付けられた魔術の解明する手筈は整ったというわけである。

　呪われた王女が真実を伏せて隣国に訪れたのだ。殺されはしないだろうが、囚われてもおかしくない状況に、隣国の王子は好意的な反応を示した。

「いいだろう。隣国の王女との婚姻を断れるいい機会だ」と明け透けな物言いをする王子に、こんな性格だったなと微笑み返す。

　恋だの愛だのより魔術を愛する人なのだ。魔術に関することなら話を聞いてもらえると思った通りだった。

「その魔術は僕が告発したものです。解明不可能な呪いとして禁術にしたはずですが……」

　表情を曇らせながら天才魔術師が私の喉元をじっと睨む。

　魔術の解明が好きな彼は呪いだと評される理解不能な魔術を嫌っていて、綺麗に解き明かないと気が済まない妙な潔癖症だ。

　そして最後。騎士団長はその功績と元夫で信用できると勝手に判断して連れてきただけであったが、彼にもこの魔術に見覚えがあった。

「そのおまじないなら俺も過去にしたことがあるのですが……え、禁術なんですか？」

　しかも魔術の使用者ときたのだから、これには私も驚いた。

　魔術発展国で魔塔主、天才魔術師、魔術使用者が揃ったのだ。

　交流会はもっぱら魔塔で実験、研究、試験に明け暮れ、優雅な紅茶よりも眠気覚ましのカフェインを摂取する毎日。

　試験体として身を捧げるはずだった私の代わりは騎士団長が担ってくれたため、五体満足でリピルト国に戻ったのは一月後のことだ。

　本来なら同盟の人質として私と王子の結婚話を進められるところだが、留学というていで隣国に残ったのは天才魔術師であり、騎士団長もまた彼の護衛兼稀有な研究人材として滞在を許された。

　私が疲れて仮眠している間も、健康も厭わず研究に没頭していた彼らのことだ。

　まさか私を抜きにして元夫の三人の性格が噛み合うものだと呆れてしまったのも一度限りではない。

　愉快な因果だと思うことにして、彼らを残して帰路につく。

　隣国まで私についてきたアンも一緒で、その表情には安堵が浮かんでいる。

　ずっと気を張っていたことを知っているからこそ、二人きりになった瞬間に労いの言葉をかけた。

「疲れたでしょう、お疲れさま」

「いえ、私よりもルシア様の方が……」

「アンのふりをし続けるのも大変でしょう、フィン」

　びくりとわかりやすく肩を揺らした彼女が、ややあって観念するように姿形を変える。

　今回は騎士に姿を変えたのではなく、アンになりすましていたことに行き時では気づかなかった。

　日が経つにつれて違和感が増していき、ハッキリと気づくまでそう時間も掛かっていない。

　元夫たちと一緒にいるだけで不安がり、警戒し、嫉妬するフィンの様子を覗き見することが隣国での唯一の楽しみになったくらいだ。

　まさか私と一番存在が近いアンになり変わるなんて、フィンにとっては今回の遠征が余程心配だったに違いない。

　まあ、彼らが私の元夫だと知っていれば当然かと心が浮つく。

　帰らないのではないか、このまま誰かと結婚してしまうのではないかと、フィンはずっと不安だったはずだ。

　私がフィンに気づいた時点で元夫たちも気づいていたし、ストーカーかと心配されたことはさておき、不幸の魔術の継承者であるフィンがいたことで事態は一月たらずで解決できたと言っても過言ではない。

　解明ではなく、解決というところがポイントだ。

「初めから、呪いなんて言葉で片付けてしまうからいけなかったのよ。騎士団長がなんて言っていたか、フィンは覚えてる？」

　魔術に疎い騎士団長は禁術となったことを知らないまま幸福のおまじないとして使い続けていた。

　おまじないはフィンが広めたことだ。少しバツが悪そうにしながらも、フィンは複雑な様相で頷く。

　騎士団長の話は単純明快だ。

「幸せだけを追い求めればいい。そうすれば、不幸なんて帳消しになるって」

　きっと騎士団長は根っからのラッキーガイだったのだろう。

　だからこそ自身を不幸に陥れる魔術を使っていても気にならない程度の不運にしか遭わずに生きて来られたのかもしれない。

　運がいいというか、周りに支えられている人望のおかげもあって、騎士団長は帳消し以上の幸運が舞い込んでいるように思えた。

　要は気の持ちようだ。

　フィンも私も考えすぎで、不幸になることばかりを気にしていた。

　何が私たちにとっての幸福であって、望みなのかをちゃんと話してもいない。

　好きだと気持ちを素直に伝えたところで、フィンにはそれ以上の不安と責任が付きまとうのだ。

　簡単に受け入れられる話ではなかったのだと今では私も納得できる。

　だからこそ、帰国するまで待っていた。

　元夫たちよりも、誰よりもフィンを選ぶのだとわからせるために。

「フィン、私はね、呪いだろうと魔術だろうと、それが解けようと解けるまいともうどうでもいいの」

　五度も時間が逆行して、確かに私は苦しかった。うんざりだった。

　けれどそこにフィンがいるかいないかで私の人生は大きく変わるのだと知った今、また十八歳の誕生日に戻ったとしても私はフィンを選ぶだけだ。

　それが私の幸せであり、私の運命だと今なら断言できる。

　そしてそれは、フィンも同じだということも。

「ねえ、フィン。あなたはどうして私が十八歳になるのを待ち続けていたの？」

「それは、……」

「まだ小さかった私と約束したから？」

　途端に顔を赤くするフィンにやっぱりと笑みを浮かべる。

　フィンは私の初恋なのだ。幼心に『大きくなったらフィンと結婚する』なんて無邪気な私は口にしていた。

　それに困ったような表情をしたフィンが首を横に振ったこともしっかりと覚えている。

『ルシア様、そう言われても困ります。こうして姫様が部屋を抜け出して俺と話をすることだって、本当は許されないことなのですよ』

『ちょっとだけだもん。ねえ、だめなの？　フィンは嫌？』

『……大きくなったらって、ルシア様が何歳の話ですか？』なんて、少年時代のフィンも少しは乗り気だったことを思い出す。

　将来を期待して、先に待つ幸福を夢見ていたからこそ、フィンは不幸に呑まれずに生きてこれたのだろう。

　しかし無情にも私が誕生日を迎えた日、フィンじゃない誰かとの婚姻の話を聞いて、フィンの心は折れてしまった。

　不幸の魔術に蝕まれ、命まで無惨に吸い尽くされた。

　けれど、その瞬間にまた別の魔術が起きているのではないかと判明したことが、何よりも大きな収穫だった。

「フィンのご両親は確かに復讐心に呑まれたのかもしれない。けれど、愛している息子まで犠牲にするつもりはなかったのよ」

　私に宿ったフィンの魔術は騎士団長のものと細部が少しだけ違っていた。

　不幸の魔術を取り払おうとした痕跡と、付け加えるようにして転機の魔術や開運の魔術、他にも身を案じるような魔術が幾つも混じっていた。

　フィンがわからなかったのも無理はない。フィンの体の痕跡はうまく隠されていたし、いつだってフィンは私の前から逃げていた。

　アンに姿を変えながらも、首筋にある魔術の痕跡からは気づかないふりをして目を逸らし続けたほどだ。

　後悔と罪悪感に苛まれていたのだろうが、だからこそ見過ごしていた。

　フィンの両親からの愛を。そこに込められた真実の愛を。

「いろんな魔術が合わさった結果、フィンが死んだら一番に幸せを感じた瞬間に戻る呪いになっているわ。それで戻るのが私の誕生日なのに、すぐに私のせいで不幸になるから私の記憶だけは逆行を認識できるようにしたんじゃないかしら」

　正直、フィンにかけられた呪いを全て解明できたわけではない。なんせ彼はアンのふりをしていたのだから、直接的な呪いの解明にはならない。

　けれど、この呪いが『のろい』ではなく、『まじない』として対処できるのであれば、共に生きることはできる。

「好きよ、フィン。心からあなたを愛しているわ」

　疑いようも、騙しようもない、純粋な好意。

　元夫たちへの未練などないと、他ならぬ自分自身でわかりきったはずだ。

　私がこんなに頑張ったのはフィンのためだと、フィンと未来を生きるためだと、流石にもうわかってくれないと困る。

「私がフィンを幸せにする。明日も、明後日も、その次の日ももっと。いつかフィンが死んで巻き戻ってしまっても、それが前日になるように、私がフィンを一生幸せだと思えるようにする」

　まるで結婚式のプロポーズみたいだと、自分で言いながら笑みが溢れる。

　ずっと昔に交わした結婚の約束を人生の最高潮にするくらいだ。私との新婚生活も、熟年夫婦となり、老夫婦となっても愛してくれることだろう。

　不幸すら二人で乗り越えれば幸福となる。

「フィンは？　私と一緒に生きてくれる？　幸せになってくれる？」

　思う存分好きにした私の次はフィンの番だ。彼の言葉で、内に秘めた本音を知りたい。

　フィンの幸福が何かを知りたい。

　躊躇いながらも、彼がゆっくりと口を開く。私はそれをじっと見ていた。

「俺、は……罪人の、息子です」

「構わないわ」

「なんの、取り柄もなくて、ドジばかりで」

「私も大して魅力なんてないわ」

「そんなことありません！」

　間髪入れずに否定する彼の言葉はきっと本心だ。フィンは自分を卑下しているのに、私を褒める彼についつい嬉しくなってしまう。

「ルシア様はいつも美しく、眩しいお方です。俺には勿体のない……」

「フィンがもらってくれないと売れ残るだけだって、理解しているのよね？」

「そんな、わけ……」

　フィンはずっと怖いだけだ。愛した人に二度も裏切られたくないだけ。

　一度目は両親から、二度目は私から、脆く弱い心を守りたいだけなのだ。

　だからこそ、わからせたかった。私にはフィンが必要なのだと、思い知らせてやりたかった。

　そのためにここまで呪いの解明に尽力し、身を粉にして働いたのだ。

　綺麗な置物のようにして過ごしていた三度の時間軸の私とは大違いだと叫んでやりたい気持ちを抑え、全てのループがたった一人のためのものだったのだと突きつける。

「私が生きる目的は全部あなたのためなのよ、フィン」

「ルシア、さま」

　頬を撫で、かさついた唇を指でなぞる。

　吐息が触れるほどに近付けば、もうフィンしか視界に映らない。

　それでいい。それだけでいい。

「私はあなたを愛しているわ。フィンはどう？」

「……っ、おれだって、ルシア様を、愛しています……！」

　迷いを捨て、何もかも掬い上げるような口付けが落ちる。

　ああ、ようやくだ。やっとフィンに心から愛される日が来たのだと彼の背中を抱き寄せる。

　整えられたベッドの上に倒れ込んで、服を脱いでしまえば身分も立場も今は必要ない。

　真実の愛に辿り着けた男女二人にとって、呪いも魔術もほんの些細な障害でしかない。

「幼いあなたが無邪気に話しかけてくれて、俺を、見つけてくれたから、俺は今まで生きてこれたのです。ルシア様との結婚を夢見て、こんな俺でも幸せになってもいいんじゃないかって、そう思い続けて、頑張っていられた」

　フィンの体は細身なのに私の体を覆い尽くせるほどには大柄で、獣の檻の中に入ったような錯覚が起きる。

　それなのに、私をベッドに押し倒したまま泣くから、まるで優しい雨を浴びているみたいだ。

「あなたは俺の太陽だ。俺の暖かな光、心地よい陽射し、何よりも尊いお方」

　泣きながらも、彼の目や唇が、手足を使って、私を逃さないように捕まえて離さない。

「ルシア様は、俺だけを見てくれるんですよね？　俺だけを愛して、俺だけに頼って、俺を一生幸せにしてくれるのでしょう？」

　儚い小動物が肉食動物に豹変するのを目の当たりにして、私の心臓はドキドキと激しく脈を打つ。

　我慢し、好きなものに手を伸ばさなかっただけで、彼の本質はきっとこちらだ。

　可愛い私だけの愛に飢えた獣なのだ。愛おしくてたまらない想いのままに口付ける。

　ちゅっと愛らしいリップノイズは濃厚なキスへとすぐに塗り替えられた。

「そうよ、私はフィンだけのもので、フィンは私だけのもの。浮気なんてしないわ」

「元夫が三人もいるのに？」

「あら、本当は四人だって言わないほうがいいかしら」

「……、……」

「安心して、愛のない結婚なんて誰も幸せになれないわ」

　言わなくていいことをあえて口にする私もきっと浮かれているのだろう。

　嫉妬に染まるフィンの表情が見たくて、わざと煽るようなことを言ってしまう。

　雑用ばかりさせられても怒らない忍耐力が強いフィンが、誓いのキスしかしてない結婚相手に憎しみを覚えているだなんて、ただただ私が嬉しいだけだ。

　クスクスと笑みを溢す私に仕返しでもするように、フィンの手が首筋の魔術痕に軽く爪を立てる。

　思わず仰け反って晒した私の喉を甘噛みして、彼の手は柔らかな乳房の形を変える。

　指を沈め、弾力を楽しむように包み込まれ、すりすりと頂を優しく擦られると、反応して立ち上がった乳首がフィンの指に当たるたびに、確かな刺激が欲しくなる。

　焦らされているのだろう。フィンの眼差しは熱がこもっていて、きっと私も同じ顔をしている。

「今の貴女は俺だけのものです。この胸も、腹も、手足も……貴女の中さえも」

「ん、ァっ」

　お腹をさすられてぴくりと腰が跳ねる。

　ナカの形を確かめるような、いやらしい触り方に子宮が疼く。

　今の時間軸では初めての行為なのに、記憶があるだけで体が覚えている感覚に目を瞬かせる。

　早くあの快感を味わいたくてたまらなかった。

「それなら、しっかりと中まで愛してくれるわよね？」

　今の私は経験済みの処女だ。誘うように足を開き、フィンの腰を太ももで挟む。

　その一連の流れがお気に召さなかったのか、それとも癇に障ったのだろう。

　別の時間軸の自分に嫉妬するなんて器用な真似をしながら、フィンは噛みつくようなキスをする。

　叶うことなら私だって初めての行為に怯えて震える私を見せてあげたい。

　けれど痛みや違和感に耐え、初めての快感を覚えながらも最後まで果て、そうして絶望の色に顔色を変えたフィンに血の気が引いた感覚を、彼にも味わわせたらどんな顔をするだろうか。

　もうあんな気持ちになるのはごめんだ。一度目に悔いが残っているのは私も同じだと、硬く張り詰めた彼の陰茎に手を伸ばす。

　突然の刺激に腰を引かれる前に、先端を指の腹で擦り付けた。

「っ、う、ん……っ」

「ほら、私の体は初めてなんだから、フィンも早く触ってちゃんと解してくれないと、いつまで経っても繋がれないわ」

「あ、っ、ルシア、さまっ」

　ぐん、と大きくなる肉棒を奥に突き立てられる感覚を思い出しては中が期待に濡れていく。

　それでも入り口は狭く、まだ指の一本でもきついだろう。

　優しく愛されたい気持ちとは裏腹に、今すぐフィンと一つになりたい、奥を捏ねられながら精液を吐き出されたいと気持ちは昂っていく。

　そんな私に煽られたのか、フィンの指が性急に私の秘部を探り当てる。

　蜜で指先が濡れた音がして、ぬかるみが底へと誘うように入り口をひくつかせているのを見て、フィンの表情が獲物から獣へと変わっていく。

　男であり、雄の顔をしたフィンがぺろりと乾いた唇を舐めた。

「ああ、すごい……もう、こんな風にして……俺に触られるのをずっと待っていたんですか？」

「ひぅっ、ん、そう、だから、早く……っ」

「こうやって、ひだをかき分けて、狭い穴をこじ開けられたくて？」

「んっ、んぅ、っああ……ッ」

　浅い部分で抜き差しするフィンの指に違和感や痛みを覚えるものの、この先に待つ快感を知っているからこそ抵抗は少ない。

　ヌプヌプと蜜が溢れ、指の可動域が増えていく。

　親指でピンと勃った秘豆まで弄られたら跳ねる腰を抑えきれそうにない。

　これは気持ちいいことだと巻き戻る前の記憶が物語る。身を任せ、快楽に溺れていいのだと先に愛された私が言う。

　足が弛緩し、奥まで誘うように股が開く。気持ちよさに喘ぐ私を、食い入るようにフィンが見つめている。

「ルシア様の中に、俺の指が二本入るようになりましたよ、わかりますか？」

「わか、んなっ、はぁ……っ、あううっ」

「ここが気持ちいいのですか？　それとも、もっと奥？　教えてください、俺は初めてなんですから」

「お、くっ、そこ、気持ちいいっ、ァ、あンッ」

　フィンとしかしたことはないのに、まるで別の誰かから寝取られているような不思議な感覚に酔いしれる。

　フィンもまた同じ心地なのだろう、自分の言葉にすら嫉妬して、より一層愛撫に熱が入る。

　もうすっかり彼の指を根元まで呑み込んだ私の秘部はとろけきっているのに、潮まで吹かせてなおフィンの手は止まらない。

「あっ、ぁ、イく、イっちゃ、ぁ、ああっ、……っ、あ……！」

　ぷしゃっ、と潮まで吹いた感覚にガクガクと腰が跳ねる。

　肘まで私の蜜で濡らして、滴り落ちる前にフィンの舌が綺麗に舐めとっていくのを、気が朦朧としながら見ていることしかできなかった。

「ルシア様……そろそろ、いいですか？」

　ああ、やっとだ。やっと挿れてもらえる。

　どれほどの時間をかけてドロドロに蕩されたのかももうわからないが、手だけでイかされ続けた体は限界が近い。

　胸は舐めまわされて乳首も硬く熟れてしまった。舌も唇も感覚がないほど吸われ、甘噛みされながら唾液の味すら覚えこまされた。

　容赦も遠慮もない、ただ自分の幸せを追い求めるフィンの姿に抵抗も静止もできなかった私にも原因はある。

　フィンはようやく自分が幸せになるすべを手に入れたのだ。

　そして私もまた、この行為に甘く溶かされて続きをねだることしかできないでいる。

「挿れて、フィン。私と一緒に、幸せになって」

　会いたい、話したい、笑い合って、キスがしたい。

　フィンの幸せの基準は私がいてこそ成り立つ。私がいないと始まらないのだ。

　なんて愛おしくて、可愛い人だと笑みを溢す。

　力が入らない手でフィンの頬を撫でれば、そっと掬い取られて猫のようにすり寄られた。

「俺の幸せは貴女を閉じ込めて、抱き潰して、孕ませてしまうことでもあるのですが……それはまた今度にします」

「そうして」

　やっぱり猫じゃなくて獰猛な獣だと訂正しながら、秘部に添えられた猛りに息を呑む。

　喉を鳴らしたのはフィンも一緒で、目が合い、そっと微笑みあった瞬間。

　ズンッと中に突き入れられた圧迫感に、私の体は逃れるように仰け反っていた。

「っ、ああああっ、は、ひ……っ、！」

「はっ……き、つ……っ、ルシア様、息を吐いて……っ」

「あ、ああ、ァ、ん……っ」

　中をこじ開けて満たすフィンのもので溺れるように喘ぐ。

　思ったより痛みがないのは彼の手によって丹精に解されていたからだろう。

　フィンに促されながら息を整え、お腹の中に居座る存在を上から撫でる。熱も形もわかる気がして、ほうっと息をつく。

　その姿がまたナカのものを大きくさせるとも知らずに。

「あ、ふっ、ぅ、フィン、なんで、っ」

「ルシア様が可愛いからに決まってるでしょう……！」

　腰を引かれ、また深く突き動かされる。上下に揺さぶられる視界で、果てしない快感に興奮したフィンの表情が見える。

　気持ちいい。想いが通じ合えたことでさらに得られる快感が増した気がして、幸せとはこういうことだと思い至る。

「あ、っん、っひ、ぅ、ああっ、ふぃ、っん、ん……！」

　奥を捏ねられ、掻き回されて、前後不覚になるまで愛される。

　しがみついた彼の肩や背中に爪で傷をつけてしまっても、かぶりを振って限界を示しても、ベッドはギシギシと音を立て続けている。

　肌がぶつかり合う音、湿潤した水音、合わさった唇は赤く濡れていて、舌先は貪るように互いの舌へと絡みつく。

　絶頂まで駆け抜けて、子宮を狙い撃ちするように角度を変えたフィンの腰つきが、やがてぶるりと大きく震えた。

「っぐ、ァ、でる、出ます、っ、はぁ、あッ……っ」

「あ、ゃ、あああっ……！」

　パチンっと目の前で泡が弾けたような錯覚に陥る。

　気持ちよくて、どこかに飛んでいきそうな心地にフィンに強くしがみついた。

　ドクドクと子宮目掛けて吐き出された精液の熱さを感じる。余韻に浸ったまま、フィンは最後まで残さず塗り込むように腰を動かしている。

　その動きがまた本格的な律動へと変わるのはすぐで、目を白黒させる私を興奮冷めやらぬ彼の目が見下ろす。

　中のものはすっかりと大きさを取り戻しているのがわかって、静止の声は喘ぎ声へと書き換えられた。

「待っ、ぁ、ひぅ……っ!?」

「すみません、まだ、あなたが足りない……！」

「ふぁあっ！　あ、ぉ、ん……っ、あ……っ」

　息も絶え絶えな私と違って、フィンは荒い息を繰り返して激しく腰を振り続ける。

　勢いに押されてベッドに沈む私を追うように押し潰して、抱き込んで、すっぽりと彼の体に覆われた私はなんてかっこうの餌食だろうか。

　バチバチと目の前が眩む。もう何度絶頂を繰り返したかもわからない。

　ピンと伸びた足がバタバタと魚のように跳ね、震えて暴れる。

　気持ちいい。どうにかなりそうなほどの快感に溺れる。

　ぐらっと遠のきかけた意識がばちゅっんっと甘美な刺激に引き戻される。

「も、らめ、ふぃん、らして、おわってぇ！　も、イっ、……っ、てぇ……っ！」

　これ以上はもうだめだと首を横に振れば、ぱたぱたと汗と涙がベッドに散った。

　それすら興奮したのか、ぐぅっと膨らんだ彼のものが再び奥を狙って小刻みに震える。

「ぁ、出る、イく、奥、で……っ、出す……！」

「ぁ、ぁ、あっ、……っ、ん、ぁ、……っ、……ぁ、……ッ！」

　びゅるっ、どぷっ、と溢れるほど注がれた精液が脳を溶かす。

　ぐらぐらと湯だった頭をベッドに伏せれば、濡れた湿ったシーツが肌を冷やしていく。

　もうむり。うごけない。

　ぐったりとした私を抱き寄せながら、フィンが触れるだけのキスをする。

　幸福を追い続けるのも体力が必要なのだろう。フィンは息を切らしながらも私を抱きしめて、幸せそうに笑っていた。

「愛しています、ルシア様。貴女が俺の隣にいる限り、俺はずっと幸せ者です」

　この先どんな不幸が降りかかってくるかはわからない。

　けれど、フィンと二人でなら乗り越えていけるだろう。

「私も、大好きよ、フィン」

　だって、呪いを打ち破るのはいつだって真実の愛なのだから。





　＊＊






　不幸の魔術は解き明かせなかったが、それ以上の幸福の享受、またはうまく精神統一ができていれば、能力向上魔術として十分に御することができるとして、禁術の括りは撤回された。

　騎士団長がそのいい例だと広告塔になってからは周囲からの抵抗も薄れた。

　不幸の魔術の代償は、鬱の症状と似たようなものだ。

　理解者が側にいて、支えてくれる誰かの助力があれば、プラスとしての功績の方が目立つ。

　その後フィンとの婚姻を国王に祈願した時には渋られたが、元夫たちの働きもあり、フィンの両親を称える声が大きくなったことで彼らの息子であるフィンへと褒賞を贈ることになった。

　フィンの願いはもちろん私との結婚で、呪われた者同士、王宮を離れてひっそりと穏やかに生きることができた。

　身分を捨て、住まいを選び、生計を立て、子供ができ、慎ましやかな日々を送る。

　そして今、ベッドの上で深い眠りにつくフィンのシワだらけの手を握っている。

　あれから数十年。多くの困難や問題があった。

　私は王女ではなくなり、平民になったことでたくさんの苦労を味わった。

　果たして私たちは幸せに暮らせていただろうか。答えがわかるのは、きっとこれからだ。

「フィンが死んでしまったら、また十八歳の誕生日に戻ってしまうかしら」

「まさか。あの日以上に、俺は毎日幸せでした」

「本当に？」

「本当です」

　そう言って微笑むフィンの彫りが深くなった笑い皺を見るのが好きだった。

　ベッドに寝たきりとなった彼も、動きが鈍くなった私も、随分と長生きをしたものだ。

　パチパチと暖炉の火と時計の針の音だけの静かな寝室で、きっと最後の語らいをする。

　二人ともすっかりと老いてしまった。フィンが私より少し早かっただけで、私ももう長くはないだろう。

　子供や孫たちには元気なうちに別れを告げてある。幸せだった、好きな人と一緒になれて、幸福だったと。

「ルシア様、俺を置いて、どこにも行かないでくださいね」

　まるで子供のように手を握って離さない彼の未練がましい声色につい笑みが溢れる。

　巻き戻っても、同じ人生を歩もうとも、同じフィンは一人としていない。

　今ここにいるフィンこそがきっと最愛だ。

「バカね、私を置いて逝くのは、フィンのほうじゃない」

　繋いだ手を離さないまま、最期に乾いた彼の唇へキスをする。

　まだ眠気は来ない。眩しい朝は訪れない。

「次は、来世で会いましょうね、フィン」

　もう二度と時間は巻き戻らない。

　その全てが、彼は幸福だったと告げていた。
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　この度は『呪いを宿した王女は幼馴染の王宮魔術師に獣のような盲愛を刻まれる』を読んでいただき本当にありがとうございます。

　ループものをずっと書きたいと思っていたところに今回も書き下ろしの機会をいただきまして、好きに楽しく書かせていただきました。

　ヒロインのルシアは何度もループすることで自分の心に素直に生きることができ、ヒーローのフィンもまた結ばれない恋が叶うハッピーエンドに辿り着くことができました。

　あの時こうしていたら、違う道を進んでたら、と一度しかない人生のやり直しができるのはループものだからこその醍醐味であり、面白いところでもあります。何度もループする中で謎や伏線が回収されるという、読んでいて気持ちのいいお話になれていたら幸いです。

　まじないが呪いと書くように、のろいとまじないが同じ意味合いだとすると、誰しもが魔術師の素質があると思うと一度しかない人生も楽しいものですね。

　最後になりますが、この作品が完成するまでたくさんお手伝いしていただいた担当様、素敵な表紙を手掛けてくださったもちあんこ様、全ての関係者の方々、そして読んでいただいた読者の皆様に感謝申し上げます。
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